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Ⅰ 京都市の学校評価システム 
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１ 京都市における学校評価の考え方 

本市では，「学校運営の組織的・継続的な改善」，「保護者・地域等の参画による開かれた学校づく

り」，「教育活動の質的向上」等を目的に，学校・家庭・地域が相互に高め合う「京都市方式」での学

校評価を実施している。 

制度の導入にあたっては，平成１３年度に校長会との共同プロジェクトを立ち上げ，学校評価の

試行実施を開始した。その後，２年間の議論と実践をもとにプロジェクトのまとめ「今，学校にも

とめられているもの」を発行すると同時に「京都市学校評価ガイドライン」を策定。学校と家庭・

地域が，お互いが足りないところを補い合い，高め合う双方向の信頼関係を築くことを目指す学校

評価を平成１５年度から全校で実施した。 

○その後の経過 

H１６年 全校での評価結果の公表

H１８年１２月 学校運営協議会に関する専門委員会 学校評価部会の設置

H１９年４月 「京都市学校評価ガイドライン（平成１５年度版）」の改訂（第２版）

H１９年６月 「京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価に関する条例」の施行 

H１９年７月 「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」を設置 

（学校運営協議会に関する専門委員会 学校評価部会を組織改正） 

この間, 学校評価活動を深化させながら，ＰＤＣＡサイクルによる「学校評価システム」の着実な
浸透を図ってきた。また，国においても，学校評価に関する法令の改正が行われ，「学校による自己

評価の実施とその公表，教育委員会への報告」が義務化されるとともに，「自己評価結果に対して保

護者，地域の方々など学校関係者による評価を得ること」も努力義務化された。

こうした状況を踏まえ，平成２１年６月には，次の４点を柱とした「京都市学校評価ガイドライン

（第３版）」を策定し，学校評価の充実に努めている。 

（１）学校評価をみんなのものにする 

各学校では，全教職員が学校教育目標だけでなく，その具現化に向けた実践に対する評価項目・指

標・評価結果を共有し，「自己評価」を今後の教育活動の改善に結び付けている。また，保護者・地

域の方々による「学校関係者評価」やそれらの評価結果の公表を行っている。こうした取組を通して，

学校評価は，教職員はもとより，保護者・地域の方々も含めた「自分ごと」となり，学校・家庭・地

域が一体となって子どもたちの学校生活を「よりよいもの」とする上で，重要な役割を担っている。  

（２）当事者意識を持って評価する

評価の実施にあたっては，教職員や学校関係者が，よりよい学校づくりを進める当事者としての意

識を持って評価することを基本としている。このため，学校関係者による評価においても「学校の自

己評価結果に対する評価」に加え，「学校の課題を把握し，課題解決に向けた支援策」についても協

議していただくことにしている。 

（３）自らを振り返り，互いに高め合う

本市では，学校評価システムの導入当初から，保護者・地域等が学校を一方的に評価するのではな

く，それぞれがそれぞれの立場で自らを振り返ることを重視してきた。「教職員は自らの教育活動や

指導を振り返る」「保護者は自らの子育てを振り返る」「地域は子どもへの関わりを振り返る」そして，

「子どもたちは，自らの学習に向かう学びの姿勢を振り返る」など，「それぞれが自らを振り返る」

という視点を持つことにより，お互いが足りないところを補い合い，互いに高め合う双方向の信頼関

係の構築を目指し，取り組んでいる。 

（４）学校の魅力を発見し，発信する

学校評価を実施することで把握した学校の課題を，その克服・改善に向けた取組に結びつけるため

には，学校の魅力が見える評価手法を用いることが重要である。本市では，アンケート作成・集計・

分析が可能な「学校評価支援システム」（本市独自作成）を導入し，自校の魅力や課題を把握しやす

くしている。学校評価の結果の概要は，全学校がホームページで公開するとともに学校だより等でも

保護者や地域に積極的に情報発信している。 
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≪自己評価と学校関係者評価，第三者評価のイメージ図≫ 

※①アンケートは適時実施。 

※②アンケートを踏まえた自己評価は 

  年２回（中間・年間）実施。 

※③自己評価を踏まえた学校関係者評価を実施。 

※④教育委員会へは年２回報告書を提出。 

※⑤希望校・抽出校を対象とした第三者評価 

（年１回実施）。 

※⑥京都市行政評価条例に基づく報告。 

≪ＰＤＣＡサイクルに基づく学校評価の流れ≫ 

願いをこめて   力を合わせて                振り返り     高め合い  次のステップへ 
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計画に沿った教育活動・学校運営を日々実践し， 

実践の中での気付いた課題には，迅速に改善・対応する。 

教職員が自校を評価する「自己評価」， 

保護者や地域の方が自己評価結果を踏まえて評価する「学校関係者評価」，

評価の際には，アンケートや各種データも活用し，成果や課題を発見する。 

「なぜできたか（できなかったか）」を中心に分析を行う。見えてきた成果や課題について 

教職員・保護者・地域の方で共有し，教育活動の改善・充実を図る。 

重要度，達成度から明らかになった重点課題を次年度の計画・方針に反映し取り組む。 

「自ら振り返り，互いに高め合う」・・・学校・家庭・地域みんなの力で，学校の課題解決に向けて取り組む。 
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ポイント 

 １ 学校経営方針，学校評価年間計画，評価項目の策定，公表 

２ 学校の魅力・課題の発見に繋がるアンケート手法の活用（推奨） 

 ３ 学校組織としての自己評価を充実させ，評価結果及び改善策を提示 

 ４ 自己評価結果に対する学校関係者評価の実施と，課題解決に向けた改善策や支援策の協議 

 ５ 評価結果の教育委員会への報告（年間２回） 

 ６ 教育委員会は学校に対する様々な支援の情報として評価結果を活用

学校評価の推進と学校運営の改善

学 校 教 育 の 重 点

教育指導計画書
～教育活動の全体計画～

承認

教育活動への

参画・支援

次年度，次の取組の目標設定へ

○学校訪問

○意見聴取

○支 援

○助言・指導

Ｐ

Ｐ

学校は，自己評価を基本とし，学校関係者評価を活用して，組織的・継続的に学校改善を図っていきます。

学校関係者 教育委員会学 校

提出

児童生徒アンケート

保護者・地域アンケート

教職員アンケート
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アンケート結果を踏まえた

自己評価
[前期（中間）・後期（年間）】

経営方針（ビジョン）
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学校運営

学校評価支援システムの提供アンケート項目の検討

学校関係者評価

学校評価表を作成するとともに，結果の概要をＨＰや学校だよりで公表

提出

次年度に向けた改善Ａ

Ｃ

Ｄ

1

2

34

5

6

評価結果を踏

まえた支援策

の検討

学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会

希望・抽出校を対象とした第三者評価（システムの評価）

学校運営協議会 

学校は，自己評価を基本とし，学校関係者評価を活用して，組織的・継続的に改善を図っています。 
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２ 重点項目 

平成３０年度は，これまでの取組の上に立って，学校評価の一層の充実を目指し，以下の４点

を主な取組とした。 

（１）「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」による学校訪問（第三者評価）の実

施（１中学校ブロック３校及び，義務教育学校２校，計５校を訪問）。学校教育活動や学校

評価，学校運営協議会の取組とともに，平成２３年度から全中学校区で実践している小中一

貫教育についての評価の充実を図るため，中学校ブロック単位での訪問に加え，平成３０年

４月に義務教育学校へ移行した小中一貫教育校の訪問を実施。 

（２）児童生徒や保護者・地域，教職員を対象としたアンケートについて，各校がより効率的か

つ多面的に評価・分析を行えるよう，教育委員会として，アンケートを作成・集計・分析す

るための「京都市版学校評価支援システム」を運用・支援。平成３０年度にはシステムの改

修や必要な機器の更新など，利便性の向上を図った。 

（３）学校評価の充実に向け，各校で作成する「学校評価実施報告書」において，各校が設定す

る評価項目に加え，「学校教育において重視する視点」（本市の指針である「学校教育の重点」

より）を評価項目に設定。全校で重点的に取り組むべき事項についての成果や課題の把握に

努め，学校教育活動の充実を図るとともに，京都市としての取組の評価も行った。平成３１

年度分からは，「学校・園の働き方改革」を保護者・地域の御理解のもとに推進していける

よう，業務改善・教職員の働き方改革についての項目を追加。 

（４）教職員・学校運営協議会委員等を対象にした研修会において，学校評価に関する説明を行

い，学校評価の意義や活用方法について周知した。 

３ 実施状況 

（１）「自己評価」の実施状況 

全ての学校で，保護者，児童生徒へのアンケートを実施するとともに，それらをもとにした「自

己評価（学校教育法施行規則第６６条で平成１９年から義務化）」を行った。結果については，

各校の学校だよりやホームページ等で公表した。 

（２）「学校関係者評価」の実施状況 

「学校関係者評価（学校教育法施行規則第６７条で平成１９年から努力義務化）」については，

全ての学校で，「学校運営協議会」又は「学校評議員が一堂に会する場」で，学校から「自己評

価の結果」と「学校としての改善策」を説明したうえで，学校運営協議会委員や学校評議員から，

意見だけではなく，子どもたちや学校の課題に対する支援策についても言及していただくことと

しており，課題に即した支援の充実や取組の見直しが進められている。 

具体的には，読み聞かせボランティア，地域見守り隊，総合的な学習の時間における地域ボラ

ンティア・保護者との連携の充実など学校としての取組や，読書に関する意識を高めるための親

子読書といった家庭での取組，地域行事で子どもが活躍できるような地域での取組など，様々な

活動における支援の充実に繋がっている。 

（３）学校評価の実施にあたって 

全ての学校に対し，「評価結果の公表方法及び内容の工夫」や「学校評価の効果」，「実施に

あたっての課題」についてのアンケートを実施し，以下のとおりの回答を得た（複数回答可）。 

ア 公表方法や内容の工夫について 

評価結果の公表については，全校で学校評価の結果をホームページに掲載し，さらに，学校だ

よりへ掲載したり，地域への回覧，学校運営協議会等の会議の場で直接説明する機会を設けたり

するなど，複数の方法を活用することにより，それぞれの学校で保護者や地域の方々に対して積

極的な発信を行っている。また，公表内容についても，評価結果の分析や課題等についての説明

をはじめ，グラフ化したり，児童生徒・保護者・教職員それぞれのアンケートで同じ内容につい

ての質問項目の回答を比較したりする等の方法で，分かりやすい発信に努めている。
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また，分析結果については，各中学校ブロック内の小学校・中学校間で共有するなど，義務教

育９年間を連続した学びの場としてとらえる小中一貫教育の視点で各校の取組に活用されてい

る。

今後，より多くの地域の方々に，学校の取組への理解や参画をしていただけるよう，ＰＴＡの

会議や地域の回覧等の活用などの公表方法や，見やすく伝わりやすい図の活用など更なる公表内

容の工夫を行う必要がある。

評価結果の公表方法についての工夫 

評価結果の公表内容についての工夫 

イ 効果について 

学校評価の効果については，児童生徒の学力向上や生活態度の改善，教職員の意識の向上・深

化や組織の活性化，学校運営の組織的・継続的な改善，保護者・地域の理解と参画を得た学校づ

くりの各観点において，約８割を超える学校で効果があるとの結果が出ている。学校評価を通じ

て，学校・保護者・地域が連携・協働する体制が構築され，子どもたちの学びと育ちを支える仕

組みが定着してきている。

また，学校評価を通じて明らかとなった諸課題を，職員会議等において教職員間で共有し改善

に向けた協議を重ねるだけでなく，学校運営協議会や学校評議員との情報共有を通して，更なる

協力・支援を得るなど，ＰＤＣＡサイクルの中で保護者や地域，教職員が一体となって，課題解

決に向けた取組が進められている。
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学校評価の効果について 

 ウ 課題について 

学校評価の課題については，アンケートの実施，集計や分析に係る報告書類作成の作業を煩雑

と感じる学校が見受けられることから，平成２６年度から導入している「学校評価支援システム」

について，平成３０年度にはアンケート帳票の分析時にエラーの発生が低減するようシステム改

修を行うとともに，必要な機器を更新し，学校・教職員の更なる負担軽減に努めた。また，保護

者アンケートの回収率が約８割にとどまっているため，今後も学校評価の意義や目的について保

護者・地域との共通理解に努め，よりよい信頼関係のもとで取組を推進する。
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学校評価に関する課題あるいは困難だったと感じられる点 

（４）「第三者評価」等の実施状況 

ア 「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」について 

学校評価の各学校での実施状況を含め，本市が進める学校評価システムの客観性・信頼性を検

証するとともに，第三者的な視点で学校運営や教育活動の質の向上に繋げるため，学識経験者等

による「学校運営協議会及び学校評価に関する検証委員会」（以下「検証委員会」という）を設

置している。 

なお，検証委員会は，「京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価に関する条例」第１１条第

２項に規定する調査・審議のための委員会としての機能も果たす，地方自治法第１３８条の４第

３項の規定に基づく附属機関である。

【検証委員会委員（３０年度）敬称略・役職等は委員任命当時のもの】 

安宅 信代 公募委員（羽束師小学校学校運営協議会委員） 

○天笠 茂     千葉大学 特任教授 

入江 嘉明 公募委員（樫原小学校学校運営協議会委員） 

◎小松 郁夫 国立教育政策研究所 名誉所員 

竺沙 知章 京都教育大学連合教職実践研究科 教授 

西川 信廣 京都産業大学 教授 

平林 幸子 京都中央信用金庫 副会長 

吉岡 惠   ＰＴＡ代表（京都市小学校ＰＴＡ連絡協議会会計）  

※ ◎は委員長，○は副委員長 

  （参考）平成３０年度から，学校・教育委員会事務局代表はオブザーバーとして参加 
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イ 平成３０年度 検証委員会開催状況 

①第１回会議  

・日 時  平成３０年１０月２２日（月）１０：００～ 

・会 場  京都市教育相談総合センター こども相談センターパトナ 会議室 

・委 員  小松委員長，天笠副委員長，安宅委員，入江委員，竺沙委員，西川委員， 

      平林委員，吉岡委員 

・議 題    学校評価及び学校運営協議会について 

検証委員会の学校訪問について 

・議事概要 

（学校評価及び学校運営協議会について） 

○学校評価の項目は，各学校で自校の学校教育目標に基づいて設定しているが，その学校教

育目標は京都市の共通した教育方針である「学校教育の重点」が基盤になっているため，

ある程度全市で統一感のある評価項目となっていると言える。 

○アンケートを取ることが目的とならないように，学校教育活動の活性化に繋がる評価項目

を設定するなど工夫する必要がある。保護者のアンケート結果は厳しくなる傾向があり，

子どもを対象としたものとは温度差がある。また，一般的にアンケートをすると結果は中

間によりがちになる。 

○アンケートは「このアンケート項目で何を明らかにするのか」を明確にしておかないと，

形骸化する。回数を重ねると，子どもや保護者の感想を聞くだけになっていく。分析にク

ロス集計を導入するなどの工夫が必要ではないか。 

   ○国の流れとしては，当初，学校の内部評価であったものを，外部による評価を取り入れる

など徐々に拡張してきた経緯がある。制度はある程度安定すると形骸化してくるものであり，

近年は，保護者アンケートをとることがすなわち学校評価であるようにとらえられてきてし

まった反省もある。 

○評価のあり方，外部の意見の聞き方は，本来様々な手法があってよいはず。保護者・地域

の声を常に大事にする大前提のもと，例えばアンケートは２～３年に１回にするなどであっ

てもよい。軸は，「先生自らが，自分たちの教育活動や学校を振り返る」ための評価である

ことである。いわゆる「アンケート疲れ」のような，本来の狙いを果たせないようなものに

ならないようにすべき。 

○学校運営協議会，また，「地域に開かれた学校づくり」にとっては，地域の担い手の円滑な

世代交代や，後継者の育成が課題である。学校の中でも「在校生がコミュニティ・スクール

を背負っていく意識」を育ててほしい。 

○地域への学校評価結果の公表方法について。まずは，学校の情報が地域の中にさりげなく入

っていくような仕組みづくりが必要ではないか。その学校の情報の中に学校評価の内容を含

めるかは，それぞれの地域と学校長の判断であろう。 

②検証委員会による学校訪問 

本市の学校評価システムが，学校現場において，学校運営上の課題解決に向けた手段として

的確に機能しているかどうかを検証するため，学校訪問を実施した。平成３０年度は，平成２

３年度から全中学校区で実践している小中一貫教育の観点を踏まえ，中学校区単位で３校への

学校訪問を実施するとともに，平成３０年４月に「義務教育学校」へ移行した小中一貫教育校

のうち２校へ学校訪問を実施。計５校において，次のとおり校長・地域連携担当教員等へのヒ

アリング，授業参観等を実施して，カリキュラム及び授業以外の教育活動における子どもたち

の姿からも学校の取組への評価をいただいた。 
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＜義務教育学校＞

（ア）開睛小中学校において実施 

・日 時    平成３０年１０月２６日（金）９：００～１４：３０ 

・委 員  小松委員長（リーダー），入江委員，平林委員 

   ・内 容   開睛小中学校の取組 

（イ）東山泉小中学校において実施 

・日 時   平成３０年１１月６日（火）９：００～１６：３０ 

・委 員  小松委員長（リーダー），入江委員，西川委員 

・内 容  東山泉小中学校の取組

＜七条中学校区＞ 

（ア）七条小学校において実施 

・日 時  平成３０年１１月１２日（月）９：００～１３：００ 

・委 員    天笠副委員長（リーダー），安宅委員，竺沙委員，吉岡委員  

・内 容  七条中学校区４校（七条小学校，七条第三小学校，西大路小学校，七条中学校）

の概要説明 

七条小学校の取組 

（イ）七条第三小学校において実施 

・日 時  平成３０年１１月１２日（月）１３：３０ １６：３０

・委 員  天笠副委員長（リーダー），竺沙委員，吉岡委員  

・内 容  七条第三小学校の取組 

（ウ）七条中学校において実施 

・日 時   平成３０年１１月２８日（月）９：００ １４：３０

・委 員   天笠副委員長（リーダー），安宅委員，吉岡委員 

・内 容  七条中学校の取組 

４校合同協議（七条小学校，七条第三小学校，西大路小学校，七条中学校） 

委員からは，「義務教育学校においては前期課程・後期課程間の連携や学校の運営などの面

で苦労がある一方で，小中一貫教育の観点からは大きなメリットがあると感じた。」「中学校区

でのビジョンが明確にされており，校長間の協議や学校運営協議会への説明も十分されている

と感じた。」との評価をいただいた。

また，今後の課題としては，「一人一人の教職員にとっての学校評価の意義や目的が何であ

るか，教職員の授業力アップにつながる学校評価の在り方を問い直してみる必要がある」「前

期課程と後期課程の教員が相互に連携して，児童や生徒に対して学習指導を展開するという小

中一貫教育校のメリットを展開するための一層のカリキュラム・マネジメントや，アクティ

ブ・ラーニングの視点に立った工夫が求められる」等の御意見をいただいた。 

③第２回会議  

・日 時  平成３０年１２月１０日（月）１３：００～ 

・会 場  京都市教育相談総合センター こども相談センターパトナ 会議室

・委 員  小松委員長，天笠副委員長，入江委員，竺沙委員，平林委員，吉岡委員  

・議 題    京都市の学校教育の充実に向けて（学校訪問等も踏まえて） 

10



・議事概要 

  （京都市の学校教育の充実に向けて（学校訪問等も踏まえて）） 

【小中一貫教育について】 

＜開睛小中学校・東山泉小中学校＞ 

○開睛小中学校は統合による開校８年目，東山泉小中学校は統合による開校５年目であるが，

開校して５年を超えてくると学校独自の成果や課題が見えてくる。管理職が具体的に取組の

改善を考える際に，学校評価を自校の実態や課題を把握するエビデンスとして活用していた

だきたい。アンケート結果に目が行きがちであるが，アンケート結果を土台としつつ，普段

の学校の様子や空気感とも併せて捉えることが学校評価の上で重要だと考える。 

○校長会等で学校間での情報交換を行い，課題等を共有して義務教育学校ならではの９年間の

小中一貫教育を推進してもらいたい。 

○施設一体型や併用型の小中一貫教育校は施設が新しいため他の学校より良く見える部分が

あるが，９年間の小中一貫教育の取組そのものは，他の中学校ブロックでもアレンジして活

用されている。 

○子どもは，今自分が通っている学校のことが好きであり，施設一体型・併用型でも，連携型

でも，自分の学校が好きならば生き生きと通ってくる。だからこそ，連携型ならば連携型で，

校長は「現状を活かして何ができるのか」を考えていかねばならない。 

＜七条中学校区＞ 

○１中３小学校という中学校ブロックであるが，わかりやすくインパクトのある言葉で，グラ

ンドビジョンを明確にされており良かった。 

○とりわけ若年者が多い教員構成の学校では，授業力の向上が課題の一つ。その中で，指導の

テクニックだけでなく，授業のあり方について，ベテランから若手へ伝達する機会があるべ

きではないか。そのためには，中学校区としての強みを生かして，１校だけで完結してしま

うのではなく，ブロックの学校全体で情報や思いをやり取りしてはどうか。 

○小学校の取組が中学校に連続していかないことが課題であるが，学校に課題意識があること

は安心である。 

 【今後の検証委員会の方向性等について】 

  ○学校は，学校評価を通して教育委員会で掲げる重要な施策について点検し，教育委員会に結

果を共有していくべき。法令的にも学校は教育委員会に報告義務がある。教育委員会も，設

置者として，現場の生の声を具体的に施策に反映させてもよいのではないか。 

○不登校やいじめ等の教育課題については学校評価にはなじみにくいが，具体的な取組の部分

については，学校として説明できるよう努めてもらいたい。 

○学校評価や学校運営協議会について，何のための学校評価であるのかという意義や，検証委

員会での意見などを広報していくことが必要である。 

（５）学校評価支援システムの運用 

ア 概要 

平成２６年度に導入した「京都市版学校評価支援システム」は，本市の新たな情報環境や情報

機器に対応し，かつ機能面においても，アンケートの作成・集計・分析・データ管理を一つのシ

ステムメニューに統合し，分析結果のグラフをより見やすくする等の改善を加えた本市独自のシ

ステムである。導入以降も，学校からの要望を踏まえ，「アンケート結果の学年・組での絞り込

み機能」や「他校と共通のアンケートをとれる機能」等の機能を追加し，アンケート作成や集計，

結果分析をより効率的かつ多面的に実施できるよう改善している。さらに，平成３０年度には，

必要な機器の整備や，結果分析において，回収したアンケートのスキャン時のエラー発生率を減

らすなど，利便性の向上に向けてシステム改修を実施し，各校で活用されている。 
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質問項目 重要度 実現度 ニーズ度

子どもが適切な言葉づかいをすること 7 1.1 48.3

子どもが丈夫な体をつくろうとすること 3 1 21

子どもが学校の決まりや約束を守って生活すること 4.9 5 14.7

子どもが他人を思いやり、親切にすること 7 5 21

子どもが楽しく学校に通っていること 7 5 21

子どもが将来の夢や希望について考えること 7 1.1 48.3

子どもが家庭で習慣的な手伝いなどの役割を持つこと 2.9 2.9 14.8

子どもが部活動・クラブ活動で積極的に活動すること 2.9 4.9 9

学校が、いじめのない学校づくりに取り組んでいること 7 7 7

学校が、人権を大切にした教育活動を行うこと 7 7 7

学校の教育方針が保護者に伝わっていること 5.7 3.5 25.7

学校だより、学校ホームページで、学校の日常の様子が保護者に伝わること 6.9 3.4 31.7

▼▼ ▼▲▲▲

イ 活用状況 

学校評価支援システムを活用している学校は，全小・中・小中学校の約８割となる１８７校で

ある。そのうち，学校評価支援システムを活用し，「重要度」と「実現度」との両方を聞き，自

校の魅力や課題を分析出来るニーズ調査型アンケートを７４校で実施している。学校評価支援シ

ステムが，学校の実情に応じて適宜安定的に活用されているといえる。今後も，ニーズ調査型ア

ンケートによる調査・分析を活用しながら，各校が課題解決に向けて取り組めるよう，丁寧な運

用支援を行っていきたい。なお，学校評価支援システムを活用せずにアンケートを実施している

学校においても，約８割の学校が評価の分析や課題等について簡潔に記述したり，円グラフや棒

グラフを使ってわかりやすく結果を示したりするなど工夫をしている。 

参考１．学校評価支援システムを活用してアンケートを実施している学校の状況 

※小中学校（義務教育学校）の前期課程は小学校，後期課程は中学校に含む。 

参考２．「重要度」と「実現度」を聞く「ニーズ調査型」アンケートの例

参考３．ニーズ調査型（魅力・課題発見型）分析の例 

学校評価支援システムでは，アンケートの中で各項目の重要度と実現度を同時に聞くことによ

り，学校の魅力・課題を自動的に分析することができる。 

■は重要度が高く，実

現度が低い項目。この項

目を重点課題に位置付け

るなど，回答に表れた願

いを学校の取組に反映さ

せることができます。

■は，重要度が 
高い項目

■は，実現度が 
低い項目

「重要度」と「実現度」を聞くニー
ズ調査型アンケートの実施

50 30.5% 24 32.9% 74 31.2%

「実現度」のみを聞く
アンケートの実施

76 46.3% 37 50.7% 113 47.7%

合　　　計 126 76.8% 61 83.6% 187 78.9%

アンケートの実施状況

小学校 中学校 合計

実施校数
実施校数

/全小学校数
実施校数

実施校数
/全中学校数

実施校数
実施校数

/全小中学校数
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学校が、いじめのない学校づくりに
取り組んでいること

学校が、人権を大切にした教育活
動を行うこと

子どもが部活動・クラブ活動で積
極的に活動すること

子どもが学校の決まりや約束を
守って生活すること

子どもが他人を思いやり、親切に
すること

子どもが楽しく学校に通っているこ
と

子どもが家庭で習慣的な手伝いな
どの役割を持つこと

学校の教育方針が保護者に伝
わっていること

学校だより、学校ホームページ
で、学校の日常の様子が保護者

子どもが丈夫な体をつくろうとする
こと

子どもが適切な言葉づかいをする
こと
子どもが将来の夢や希望について
考えること

高

←

実
現
度
→

低

低　←重要度→　高

学校評価支援システムにおけるニーズ調査型の分析の見方 

以下の計算方法で，システム内で自動計算し，表またはグラフ等で分析結果として表示。 

※重要度及び実現度の計算方法 

４段階評価の回答内容を，以下の数値に置き換えて，全回答者の平均値を算出。（最大値は７，最小値は１） 

「とても重要である」/「とても出来ている」 ・・・７ 

「やや重要である」/「やや出来ている」 ・・・・・５ 

「あまり重要でない」/「あまり出来ていない」 ・・３ 

「重要でない」/「出来ていない」 ・・・・・・・・１ 

 ・重要度及び実現度がともに，７に近い数値であるほど，評価者が重要だと考えており（重要度），評価者 

が実施出来ていると考えている（実現度）ことを示す。 

・重要度が高く，実現度が低い場合は，評価者が重要だと考えているが（重要度），評価者が実施出来てい 

ないと考えている（実現度）ことを示す。 

※ニーズ度の計算方法 

 重要度と実現度の結果を乗して算出。（最大値は４９，最小値は１） 計算式「重要度×（８－実現度）」 

 数値が高い（重要度が高く，実現度が低い）項目は，自校の課題となり，数値が低い（重要度が高く，実 

現度が高い）項目が，自校の魅力となる。（ただし，重要度が低く，実現度が高い項目は，自校の魅力とま 

では言い難いが，達成できている項目と分析出来る。） 

・重要度が７，実現度が１の場合 「７×（８－１）＝４９」となる。 

重要度は高いが，実現度が低いので，最大値である４９となり，自校の課題と分析出来る。 

・重要度が７，実現度が７の場合 「７×（８－７）＝７」となる。 

 重要度が高く，実現度も高いので，自校の魅力（すでに達成できている）と分析出来る。 

（６）「学校評価実施報告書」の充実 

更なる学校評価の充実に向けて，各校で作成する学校評価実施報告書において，教育委員会で

定める「学校教育の重点」に記載している「学校教育において重視する視点」を引き続き評価項

目に設定した。全校で重点的に取り組むべき事項についての成果や課題の把握に努め，学校教育

活動の充実を図るとともに，京都市としての取組の評価も行った。平成３１年度分から，「学校・

園の働き方改革」を保護者・地域の御理解のもとに推進していけるよう，業務改善・教職員の働

き方改革についての項目を追加した。 

（７）学校評価に関する学校運営協議会関係者向け研修会での周知 

学校運営協議会の委員等を対象とした研修会（平成３０年１０月１６日開催，約２６０名参加）

において，「開かれた学校」として，学校運営の中に地域の声を反映していくための「学校運営

協議会」のあり方や位置づけ，「学校評価」における学校関係者評価について改めて説明を行っ

た。地域とともにある学校として，保護者・地域の方々の意見を学校づくりに活かし，また，学

校支援ボランティア等としての支援もいただきながら，より良い学びと育ちを支援する学校に向

けて，継続的な協力と支援を依頼した。 

重要度が高く，実現度が低い項目 

また，教職員と保護者
に同様の質問項目を設
定することで両者の認
識のずれを確認できま
す。 

自校の課題 

重要度も実現度も高い項目 

自校の魅力 
重要度と実現度の関係
を相対的に捉えること
で，学校の魅力，課題
を視覚的にとらえるこ
とができ，焦点化した
分析が可能になりま
す。 
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４ 学校評価関係年表

年月 京都市 国 

H10 年 9月  

○中教審答申『今後の地方教育行政のあり方について』 

「…各学校においては，教育目標や教育計画等を年度

当初に保護者や地域住民に説明するとともに，その達

成状況等に関する自己評価を実施し，保護者や地域住

民に説明するように努めること…」 

H12 

○「京都市立小学校，中学校及び幼稚園の管理

運営に関する規則」「京都市立高等学校の管

理運営に関する規則」「京都市立総合支援学

校の管理運営に関する規則」改正（学校評議

員の設置を明記） 

H12年12月 

 ○教育改革国民会議報告『教育を変える 17の提案』 

「…地域で育つ，地域を育てる学校づくりを進める。

単一の価値や評価基準による序列社会ではなく，多様

な価値が可能な，自発性を互いに支えあう社会と学校

を目指すべき…」「…各々の学校の特徴を出すという観

点から，外部評価を含む学校の評価制度を導入し，評

価結果は親や地域と共有し，学校の改善につなげる…」 

○教育課程審議会答申『児童生徒の学習と教育課程の実

施状況の評価のあり方について』 

「…各学校が，児童生徒の学習状況や教育課程の実施

状況等の自己点検・自己評価を行い，それに基づき，

学校の教育課程や指導計画，指導方法等について絶え

ず見直しを行い改善を図ることは，学校の責務である

…」「…自己点検・自己評価の公表については，地域や

学校の実情に応じて，各教育委員会等においてそのあ

り方を検討することが望ましい。また，公表に当たっ

ては，序列化などの問題が生じないよう，十分留意す

る必要がある…」 

H13 年 4月 ○学校評議員を全校・園に設置  

H13 年 8月 
○京都市新世紀教育改革推進プロジェクト「学

校評価部会」発足（～平成 15年 2月） 

H13 年 9月 ○京都市学校評価実践研究協力校 7校を指定  

H14 年 3月 

○小・中学校設置基準 

（自己評価の実施と結果の公表が努力義務化。保護者

等に対する情報提供を積極的に行うよう規定） 

H14 年 4月 ○京都市では学校評価を全校種 40校で実施   

H14年11月 

○「新しいタイプの学校運営のあり方に関する

実践研究」で国が御所南小を指定。同事業の

一環として，京都市が独自に高倉小を指定 

年月 京都市 国 

H15 年 3月 

○地域教育専門主事室「今求められる学校づく

りのために」（実践事例集・ガイドライン）

発行 

H15 年 4月 ○学校評価を全校・園で実施  

H15 年 9月 

○「新しいタイプの学校運営のあり方に関する

実践研究」の一環として，京都市が独自に京

都御池中を指定。すでに指定を受けている御

所南小・高倉小と共に実践研究を進める 

H16 年 3月 ○評価結果を全校・園で公表  

H16 年 6月  
○地方教育行政の組織及び運営に関する法律一部改正

（学校運営協議会が設置できるようになる）

H16年11月 

○京都市立学校における学校運営協議会の設

置等に関する規則の制定 

○御所南小・高倉小・京都御池中に学校運営協

議会を設置 

H17 年 5月 ○学校運営協議会 5校設置  

H17 年 6月 

○閣議決定『経済財政運営と構造改革に関する基本方針

2005』（義務教育における外部評価の実施と結果の公表

のためのガイドライン策定が掲げられる） 

○中央教育審議会答申『新しい時代の義務教育を創造す

る』（大綱的な学校評価ガイドラインの策定が必要と提

起） 
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H17年10月 

○中教審答申『義務教育の構造改革』 

「…教育の結果の検証を国の責任で行う。具体的施策

として全国学力調査と学校評価システムをあげた…

「教育の質的向上に寄与する学校評価」という新たな

捉え方」  

H18 年 3月 

○学校運営協議会 17校設置 ○文部科学大臣決定『義務教育諸学校における学校評価

ガイドライン』（京都市などの事例を基に国の学校評価

ガイドライン発表） 

H18 ○児童生徒によるアンケート評価を全校実施  

H18年12月 

○学校運営協議会に関する専門委員会内に学

校評価専門部会（平成 19年に学校運営協議

会及び学校評価に関する検証委員会に改組）

を設置 

○「規制改革・民間開放推進に関する第３次答申」（学校

教育制度の評価確立が求められる） 

○教育基本法改正 

H19 年 1月 

 ○教育再生会議第１次報告『社会総がかりで教育再生を』 

（保護者等による実効ある外部評価の導入とその結果

の公表について提言） 

H19 年 3月 

○京都市教育委員会「学校評価実践協力校の実

践報告集」発行 

○学校運営協議会 60校設置 

○初等中等教育局長通知 

「…学校評価制度等に係る運用上の工夫等について」

（個人情報に配慮した上でホームページ等で評価結果

を公表するよう促している） 

○中教審答申『教育基本法の改正を受けて緊急に必要と

される教育制度の改正について』 

「…情報提供に関する学校の責務の明確化は，公の性

質を有する学校が，自らの説明責任を果たすためにも

重要…」 

○文部科学省通知 

「…個人情報に配慮した上で，評価結果をホームペー

ジ等で公表することを推進する…」 

H19 ○評価結果のＨＰ公表の徹底  

H19 年 4月 

○「京都市立小学校，中学校及び幼稚園の管理

運営に関する規則」「京都市立高等学校の管

理運営に関する規則」「京都市立総合支援学

校の管理運営に関する規則」改正（学校評価

を規則にも明記） 

○学校評価ガイドラインの改訂 

H19 年 6月 

○「京都市行政活動及び外郭団体の経営の評価

に関する条例」制定（学校教育活動について

も条例の対象とした。全国初） 

○学校教育法一部改正 

H19年12月 

○京都市「学校運営協議会及び学校評価に関す

る検証委員会」第１回開催 

○学校教育法施行規則一部改正 

（学校評価を生かした学校改善及び教育水準の向上，

保護者・地域住民等への教育活動や学校運営に関する

情報の積極的な公開の規定を盛り込む） 

年月 京都市 国 

H20 年 1月  
○文部科学省『学校評価ガイドライン』改訂 

（19 年 6月の法改正を受けての改訂） 

H21 年 3月 ○学校運営協議会 142 校設置  

H21 年 6月 ○京都市学校評価ガイドライン【第３版】策定  

H22 年 3月 ○学校運営協議会 163 校設置  

H22 年 7月 
 ○文部科学省『学校評価ガイドライン』改訂 

（第三者評価の在り方に関する記述の充実） 

H23 年 3月 ○学校運営協議会 171 校設置  

H23年11月 

 ○文部科学省『幼稚園における学校評価ガイドライン』

改訂 

（第三者評価の在り方に関する記述の充実） 

H24 年 3月 
○学校運営協議会 184 校設置 

（総合支援学校全校設置） 

H25 年 3月 ○学校運営協議会 192 校設置  

H26 年 3月 ○学校運営協議会 210 校設置  

H26 年 4月 

○文部科学省委託事業「自律的・組織的な学校

運営体制の構築に向けた調査研究」受託（～

27年度） 

H27 年 3月 
○学校運営協議会 229 校設置 

（小学校全校設置） 

○文部科学省「コミュニティ・スクールの推進等に関す

る調査研究協力者会議」報告書公表 

（コミュニティ・スクールの拡大・充実のための推進

方策や今後の学校運営協議会制度等の在り方等につい
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て提言） 

H27年12月 

 ○中央教育審議会答申「新しい時代の教育や地方創生の

実現に向けた学校と地域の連携・協働の在り方と今後

の推進方策について」 

（全ての公立学校がコミュニティ・スクールを目指す

べきであり，教育委員会は積極的にコミュニティ・ス

クールの推進に努めていくよう制度的位置付けを検討

すべきである） 

H28 年 3月 

○学校運営協議会 233 校設置 ○文部科学省『学校評価ガイドライン』改訂 

（平成28年4月の義務教育学校並びに小中一貫型小学

校及び小中一貫型中学校制度化を踏まえ，小中一貫教

育を実施する学校における学校評価の留意点を反映） 

H28 年 4月 

○文部科学省委託事業「チーム学校の実現に向

けた業務改善等の推進事業（小中一貫教育等

に対応した学校評価の取組研究）」受託 

H29 年 3月 

○学校運営協議会 239 校設置 ○文部科学省「いじめの防止等のための基本的な方針」

改定（学校評価において，いじめの有無や多寡のみで

はなく，いじめが発生した際の迅速かつ適正な情報共

有や組織的な対応が評価される旨の教職員周知の徹底

を明文化） 

H29 年 4月 

 ○地方教育行政の組織及び運営に関する法律一部改正 

 （教育委員会に対する学校運営協議会の設置の努力義

務化，学校運営への支援について協議事項に位置付け） 

H30 年 3月 ○学校運営協議会 241 校設置  

H31 年 3月 

○京都府内の高校で初めて塔南高等学校に学

校運営協議会を設置 

○学校運営協議会 245 校設置 

 （幼稚園全園設置） 

（小・中合同 34中学校区で設置） 
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Ⅱ 学校での取組事例 
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＜概 要＞ 

平成３０年度に，検証委員会で訪問した義務教育学校及び七条中学校ブロックから，

３校（開睛小中学校，七条第三小学校，七条中学校）の取組事例を掲載する。

（１）義務教育学校 

  ・本市では平成３０年４月に，要件を満たす小中一貫校６校を義務教育学校へ移行。

・修業年限９年（前期課程６年と後期課程３年に区分）

・施設一体型，施設併用型がある。 

○開睛小中学校  ・・・ 19 ページ 

・愛称：東山開睛館 

・平成２３年４月に施設一体型の小中一貫校として開校，平成３０年４月から義務教育学校へ

移行している

・児童・生徒数 ８１７人（平成３０年５月１日現在）

（２）七条中学校ブロック 

  ・１中学校及び３小学校（七条小学校，七条第三小学校，西大路小学校）

・「七条中エリア」という呼称で小中一貫での取組を進めている。

○七条第三小学校 ・・・ 39 ページ 

・昭和１２年１月に七条第三尋常小学校として開校。 

  ・児童数 ４２７人（平成３０年５月１日現在）

○七条中学校   ・・・ 57 ページ 

・昭和３２年４月に洛南中学校から独立して開校。 

  ・生徒数 ４３４人（平成３０年５月１日現在）
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10 

11 
12 

教育指導計画書の作成 
本年度の評価計画立案 

評価項目の検討 

前期自己評価の実施 
(児童生徒，保護者，教職員) 
アンケートの集約と分析 

後期自己評価の実施 
(児童生徒，保護者，教職員) 

アンケートの集約と分析 

次年度の課題と方針の共有 

理事会開催（5 月 10 日）

昨年度の課題整理

 経営方針の確認

第１回総会開催（５月２４日）

課題の確認

経営方針の承認

年間計画の策定

研修会の企画立案

報告会に向けての協議

重点評価項目の検討

各部の取組

協議会主催研修会

理事会開催（１０月中旬）

学校自己評価の確認

評価分析の共有

改善点の検討

    各部の取組

理事会開催（２月中旬）

学校自己評価の確認

評価結果の共有

研究７年間の総括

報告書の作成

第 2 回総会・顧問会開催

 ８年目の総括

 来年度への構想

 学校組織について

教育計画・教育活動の周知 
参観・懇談，家庭訪問， 

年間評価計画の公表 
学校だより・ホームページ 

前期自己評価結果の公表 
ホームページ 
前期関係者評価の公表 
ホームページ・学校だより 

後期自己評価結果の公表 

後期関係者評価の公表 
ホームページ・学校だより 

年
間
評
価

中
間
評
価

     平成 30年度 学校評価年間計画    開睛小中 学校
学校評価のねらい 

学校の自主性・自立性の確立のもと，学校教育目標の具現化を目指し，特色ある学校づくり，開かれた学校づくりを

推進する。そのために，学校教育活動の自己点検，自己評価を行い，評価結果を保護者，地域に公表し，学校の説明

責任を果たすとともに，学校関係者による評価を基に学校改善を図る。 

4

5

7

8

9

1

2

3

6

評価の検討と実施 学校運営協議会 
学校評議員の会 

公表の時期と方法 

（別添様式４）
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京都市立開睛小中学校〔東山開睛館〕

平成３０年度 学校教育目標 

■ 最高教育理念 

「澄みゆく心」「かがやく志」の育成 

■ 校 訓     

克己  進取  礼節

■ 教育目的 

これからの社会をたくましく生き抜く力の育成 

■ めざす子ども像〔卒業時点〕 

〇 挑戦的に学ぶ姿の実現 

〇 卑怯を許さない姿の実現 

〇 つながりを喜びとする姿の実現 

■ 平成３０年度 教育目標 

○ 課題意識を持ち，学び合い，刺激し合う姿 

○ お互いを尊重して折り合いをつけながら思考，表現する姿 

○ よりよい生活の実現に向け，自ら正しい判断をしようとする姿 

                     以上３つの姿の実現 

■ めざす教職員像 

○ 「めざす子ども像」の実現に向けて，自らの立場における明確な

ビジョンを持ち，主体的に学校経営に参画する教職員 

〇 愛情と慈しみの心で子どもたちに接し，社会に貢献できる生徒の

育成という使命を自覚する教職員 

■ めざす学校像 

○ 小中一貫校の特性を最大限に活用し，主体的にカリキュラムマネ

ジメントに取り組む学校 

○ これからの社会を支える有為な人材を輩出できる学校 
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平成３０年度 学校経営方針 

１ 基本方針 

開校４年目に見直した教育課程により，スリーステージ制などの小中一貫校東

山開睛館としての基本型が整うと共に，教育理念の共有化が進んできた。それか

ら４年，義務教育学校への移行を機として，改革の成果と課題を見取り，小中一

貫校の特性が最大限に発揮されるよう，教育課程の見直しを行う。 

また，教職員の年齢構成が二極化する中で，各自が自らの力量や立場，強みや

弱みを認識し，教職員一人一人が主体的にカリキュラムマネジメントに取り組む

ことで，本校の課題解決に向かう。 

２ 重点項目 

１ 「目指す子ども像」「目指す教職員像」「目指す学校像」を達成するために，   

報告・連絡・相談を密にする中で教職員の意識改革を図るとともに，ミドル

リーダーを中心とした創造的，組織的な学校運営を推進する。 

２ 各種調査の結果や質問紙・アンケート・学校評価などの分析により生徒の変

容を逐次確認，共有し，本校が抱える教育課題を明確にする。その上で，「学

びのプロセスを意識した授業づくり」に資するよう，研究主任を中心として

組織的に取り組む。また，生徒の状況に鑑み，適切な家庭学習課題を提供す

る。 

３ ９年間の一貫した学びを実現するために，学びの連続を図るカリキュラムの

構築に向けて，単元の系統を意識した授業づくりについて研究を進める。 

４ より良い集団の形成を図る視点から，あらゆる教育場面において「思考⇒判

断⇒行動」のプロセスを踏まえた活動を提供することにより，主体的かつ協

働的な自治集団づくりを行う。 

５ 自他を尊重し，主体的に判断するとともに，夢や目標に向かって，自分の道

を切り拓いていけるよう，自己指導力を高める。 

６ 日々の観察や情報収集を通して子どもたちの困りを的確に把握し，積極的な 

支援を図るとともに，自主的な活動や自己実現を保障するために，児童生徒

会活動の活性化を進める。 

７ 学校評価計画に基づいて生徒の実態や意識・保護者の願いを把握し，評価結

果を元に学校運営の検証と改善を行う。 
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開睛小中学校の学校評価について 

１ 評価のねらい

学校の自主性・自立性の確立のもと，学校教育目標の具現化を目指し，特色ある学校

づくり，開かれた学校づくりを推進する。そのために，学校教育活動の自己点検，自己

評価を行い，評価結果を保護者，地域に公表し，学校の説明責任を果たすとともに，学

校関係者による評価を基に学校改善を図る。 

２ 重点評価項目 

（１）「確かな学力」の育成に向けて 

主体的・社会的な学びを大切にし，「自己指導力」を育てる。 

～自分の学びと仲間との学びをつなげる活動を通して～ 

（２）「豊かな心」の育成に向けて 

社会性や規範意識の育成 

（３）「健やかな体」の育成に向けて 

健やかでたくましい心や体を育む活動作り 

 ～基本的な生活習慣の確立と自己管理能力の育成～ 

（４）学校独自の取組 

  保幼小中一貫教育の推進 

  地域連携の推進 

３ 評価手法 

・保護者，児童及び教職員に対して項目内容をそろえてアンケート調査を実施した。保

護者については，２種類の調査（「保護者から見た子どもの姿」「保護者自身の子ども

への働きかけ」）を実施し，家庭教育の状況についての把握も行っている。学校と保護

者・地域との連携にかかわる質問も，保護者には追加している。 

・アンケート調査の結果については，経年の変化を勘案している。また，児童生徒調査

は，全体の結果集約とともに，Ⅰst ステージ（１～４年）とⅡnd・Ⅲrdステージ（５

～９年）に分けて実現度を示している。 

・全国学力・学習状況調査や学習支援プログラムの結果，質問紙の回答状況の他，「生活

アンケート」等の調査結果も評価の材料としている。 

・分析結果を自己評価として学校運営協議会理事会に諮り，課題の克服に資するご意見

をいただいている。 

４ アンケート結果等による分析 

（１） 授業改善と家庭学習の定着について 

学習に関わる７つの質問項目は，どれも実現度が高く，特に「目当てを持って授業を

受けている」「わかるまで勉強している」については，三者ともに昨年度の数値を上回っ

ている。主体的に学ぶための手立てとして昨年度から進めてきた授業改善が効果をあげ

ていると考えられる。共通した学びのスタイル・単元の系統やつけたい力の系統を意識

した授業づくり等，授業設計については定着してきており，各種学力調査の結果を見て
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も，昨年度より伸びていることが見とれる。しかしながら，二極化の傾向は否めず，授

業改善が学力に課題のある層の減少に繋げられていないことが課題である。また，児童

生徒の相互交流による学習の深化や振り返りから次の学習へのステップアップという意

味では，まだまだ授業改善が求められる。 

  「自分で計画をたてて家庭学習を行っている」という設問については，４期連続で三

者の評価が上昇している唯一の項目である。「次の日の学習の用意をしている」という設

問と合わせて考えると，おたより帳・スケジュール帳の効果が少しずつ表れていること

が見とれる。ただ，学年により取組にばらつきがみられるため，家庭学習の習慣化まで

には至っていない。アンケート結果を学年に返し，取組の進捗を図る必要がある。 

  同様に，読書の習慣も学年が進行するに連れて評価が下がっている。全国調査質問紙

も同じような結果が見られ，保護者の働きかけが最も低い項目となっている。子どもた

ちが読書に向かう手だてが求められるとともに，家庭への働きかけも必要と考える。 

（２） 規範意識・生活習慣の定着について 

  規範意識等にかかわる８つの質問項目は，それぞれに認識が異なり，起因するところ

を精査する必要がある。「人の嫌がることをしたり，悪口を言ったりしたりしていない」

とする児童生徒の割合は，過去の結果に比べて微増という状態にあるが，保護者・教職

員も実現度は高く、適切な人間関係の中で落ち着いた学校生活が送れていることがわか

る。「自分の良いところが言える」とする児童生徒は，調査項目の中でもかなり低い位置

にあり，保護者もそのような状況を認めてはいるものの，大人は適切な働きかけをして

いると認識している。逆に「丁寧な言葉遣い」「進んで手伝いをする」という項目につい

ては，児童生徒の評価が高いにもかかわらず，保護者の評価は低く，働きかけも十分と

は言えないようである。適切な人間関係の中で落ち着いた学校生活が送れているものの，

不登校が高止まりにある状況に鑑みて，小中一貫の視点に立って，目指す子供像が実現

できるよう働きかけを行う。 

５ 自己評価および学校関係者評価 

  別紙「学校評価報告書」を参照 

６ 総括・次年度に向けた課題等 

開校８年を終える今，本校での生活が当たり前になり，他の小学校や中学校でのあり

ようを子どもたちは知らない状況にある。したがって，子どもたちには「１つの学校」

という意識が強いものの，教職員や保護者，地域の方にはかつての「文化」に囚われて

しまうきらいがある。新年度から校時表を改め，小中籍の教員の交流を容易にすること

になっている。また，９年間の学びをつなぐために，全校一斉朝読書や新たな縦割活動，

おたより帳・スケジュール帳の活用を推進していく。子どもたちにより良い教育を提供

するための試みではあるが，学校がひとりよがりになって展開していかないように，学

校評価アンケートの項目として設定し，新しい取組の成果と課題を見取っていきたい。 
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H30 年度前期評価アンケート結果から

【結果と考察】

☆保護者からの回答７１３ 児童生徒の回答７５７ 教職員の回答５６

【保護者】（保護者から見た子どもの姿）  

△３回のアンケートで，どの項目も大きな変化はない。

〇⑥家庭学習の習慣は 0.2P 高くなる。「子供が進んで家庭学習に取り組んでいる」

〇⑳運動の習慣は 0.3P 高くなる。「よく体を動かしている」

〇⑩思いやりの心は３回ともに 5.5と評価が高い。「子どもが相手を思いやり仲良くする」

〇⑯ルールの遵守は３回ともに 5.6 と評価が高い。「学校のきまりやルールを守っている」

▲２４項目中１５項目で 5.0（大体できている）より低い。また，９項目が平成２９年度後

 期評価よりも低い。

▲⑰整理整頓は３回ともに 3.9 と評価が低い。「使ったものを元の場所に片づける」

【保護者】（保護者自身の子どもへ働きかけ）

△３回のアンケートで，どの項目も大きな変化はない。

▲⑤読書の習慣は３回ともに 3.4 と評価が低い。「家庭で読書の時間を設けている」

〇⑤は３回ともに 3.4 と評価が低いが，「子どもが興味のある本を読んでいる」4.7 と 1.3P も高い。

▲⑰「身の回りの整理整頓ができるように働きかけている」は 4.7 であるが，保護者から見た子どもの姿

は，3.9 と 0.8P 低い。

〇⑮「登下校の安全を見守っている」は 4.2 と高くないが，「子どもが安全に注意して登校している」は

5.3 と 1.1P 高い。

▲２０項目中８項目で 5.0（大体できている）より低い。また９項目が平成２９年度後期評価よりも低い。

【保護者】（保護者から見た子どもの姿）＞（保護者自身の子どもへ働きかけ）

   ④4.7＞4.3 0.4 ポイント高い。子どもが積極的に発表等の学習活動に参加している。

   ⑤4.7＞3.4 1.3 ポイント高い。子どもが興味ある本を読んでいる。

   ⑮5.3＞4.2 1.1 ポイント高い。子どもが安全に注意して登校している。

 ＊働きかけの評価より,こどもの姿の評価が高いことは，言わなくてもできているという捉え方ができ

る。子どもの主体性があり，よいことである。

【保護者】（保護者から見た子どもの姿）＜（保護者自身の子どもへ働きかけ）

0.3 ポイント以上 ③0.4 ポイント ⑬⑲0.5 ポイント ⑧0.6 ポイント ⑨0.7 ポイント

⑪⑰0.8 ポイント

 ＊逆に働きかけの評価のほうが特に高くなっている⑪物の大切さを伝えている⑰身の回りの整理整頓

ができるように働きかけているのに,実際は⑪物を大切にする気持ちや態度がそだっていない，⑰使

ったものを元の場所に片づけていないと保護者が子どもの姿を見て感じている残念な結果である。
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 ＊働きかけ方の工夫で，子どもの姿もかわっていくのではないだろうか。

 ＊子どもと保護者のできている満足度の差が大きいのではないだろうか。

【教職員】

〇２０項目中１０項目で前回より評価ポイントが上がっており，３項目でそれぞれ 0.1P だが下がってい

る。

〇⑲は 5.7 と２０項目の中では一番高い。「感謝して給食を食べようとする態度を育てている」

▲⑳は 0.2P 上がってはいるが，4.6 と２０項目の中では一番低い。「外遊びへ働きかけている」

【児童生徒】

◎18 項目で，前回のポイントより 0.1～0.4P 上がっている。

〇0.3P 以上前回より上回っているもの①②④⑤⑦は確かな学力の５項目である。

▲⑤「自分からすすんで本を読んでいる」5.2（Ⅰ6.2 Ⅱ・Ⅲ4.5）であるが，６・９年の全国質問アン

ケートで１０分以下の回答が５０％を超え，全国平均より２０％高い。学年が上がるにつれ読書習慣

の意識が低い。語彙力が上がらない原因の１つと考えられる。

〇⑨「自分のよいところが言える」は 4.9 と初回より 0.3P 上がっている。他の項目は 5.0 以上である。

◇19 の項目でⅠステージの評価がⅡ・Ⅲステージの評価より高い。⑲残さず給食を食べているは 6.3 と

ステージの差がない。

＊給食については，多くの児童生徒が残さず食べているが，家庭での実践が保護者からみれば 4.7 と伴っ

ていないようである。食育を推進する取組や保健教育プロジェクト（生活リズム調べ・朝食キャンペ

ーン等）を活用し,保護者と協力して，家庭でも食べ物に感謝できるよう児童生徒へ働きかける。

【教職員】と【児童生徒】

△②教職員「わかりやすく教えようとしている」が 0.1 下がっているのに対して，②児童生徒「わかるま

で勉強している」が 0.3 上がっている。

〇⑨教職員「子どものよさを積極的に見つけ，認めてほめている」5.6。９年全国質問アンケートからも

９２．５％がよさを認めてくれいると回答をしている。全国平均値８２．２％を大きく上回っている。

＊このことから両者の関係性は比較的良好だと考えられる。１～３年・５年・９年では，「できていない」

に回答した児童生徒が５名以下と少ない。学年別にみても違いがあり，保護者・教職員からの個々の

働きかけによって，自分のよいところが言えるように自尊感情を高めていきたい。

【全体を見て】

◎すべてが 5.0 以上の項目は，⑦計画的な行動，⑩思いやりの心，⑯ルールの遵守である。

＊家庭学習の習慣化と学力向上につながる家庭学習課題の検討をもとに今年度取り組んでいる内容の検

証を行う。

＊生き方の指針となる道徳教育や人権教育のについて更なる充実を図る。

＊日常的に社会の規範に照らした相互評価を行う。

＊児童生徒の実態や意識・保護者の願いを把握し，評価結果をもとに学校運営の検証と改善を行う。
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30
前期

Ⅰステージ
Ⅱ・Ⅲ
ステージ

1 めあてをもって努力
している 4.9

家庭では子どもの学習
状況を把握するように
している

4.8
学習課題が子どもたち
に明確になる指導計画
を組んでいる

5.2 めあてをもって授業
を受けている 5.7 6.1 5.4

2 子どもがあきらめず
に学習している 4.9

子どもが自分の力を伸
ばせるように励まして
いる

5.0
一人一人が分かるまで
分かりやすく教えようと
している

5.1 わかるまで勉強して
いる 5.5 6.0 5.0

3 子どもがよい態度で
学習している 4.6 子どもの話をしっか

り聞いている 5.0
子どもたちに話を聞くことの大
切さや聞き方について具体的
に示して指導している

5.6 授業中，先生や友だち
の話をよく聞いている 5.8 6.0 5.6

4
子どもが積極的に発表
等の学習活動に参加
している

4.7
授業中に，進んで発言
できるように励ましてい
る

4.3
グループ学習など学び
合いの場を保障できて
いる

5.0 授業中，自分から進
んで発言している 5.0 5.6 4.4

5 子どもが興味のある
本を読んでいる 4.7 家庭で読書の時間

を設けている 3.4
進んで読書するよう
な働きかけをしてい
る

5.0 自分からすすんで本
を読んでいる 5.2 6.2 4.5

6 子どもが進んで家庭学
習に取り組んでいる 4.5

家庭学習ができるよう
に働きかけ，環境を整
えている

4.6
めあてをもった家庭学
習課題を明示し，学習
できるように点検して
いる

5.4
（家で宿題をしている：１・２
年）自分で計画を立てて家
庭学習を行っている

5.3 6.1 4.7

7
子どもが宿題忘れや忘
れ物をしないようにして
いる

5.1
忘れ物がないように，
子ども自身が点検する
習慣をつけている

5.0
自分で見通しを持ち，
行動できるように指導
している

5.4 家で，次の日の学習
の用意をしている 6.2 6.5 6.0

8
子どもが少し難しいこ
とに挑戦しようとしてい
る

4.4
子どもが最後まで取り
組めるように励ましの
声をかけている

5.0 何事にも挑戦しようと
する態度が養えている 4.9 苦手なことでも，挑

戦しようとしている 5.4 6.0 5.0

9 子どもは，自分のよい
ところを知っている 4.8 子どもががんばって

いる姿をほめている 5.5
子どものよさを積極的
に見つけ，認めてほめ
ている

5.6 自分のよいところが
言える 4.9 5.3 4.5

10 子どもが相手を思い
やり仲良くする 5.5 家庭でも互いを思い

やるようにしている 5.2
人権を基盤とした人間
関係を築こうとする心
情を育てている

5.4
人のいやがることをし
たり，悪口を言ったりし
ていない

5.7 5.9 5.4

11 物を大切にする気持ち
や態度が育っている 4.6 物の大切さを伝えて

いる 5.4
次に使う人のことを考
えようとする態度が養
えている

5.0 みんなが使う物を大
切にしている 6.2 6.5 6.1

12
子どもが場に応じた
言葉づかいをしてい
る

4.8
ていねいな言葉づかい
で話すように心がけて
いる

4.6
場や相手に応じた言葉
遣いをするように指導
している

5.2 言葉づかいに気を
つけている 5.6 5.9 5.3

13 子どもがしっかりとし
たあいさつをする 4.9

家族は，自分からすす
んであいさつをするよう
にしている

5.4
気持ちよく挨拶をしよう
とする態度が養えてい
る

5.0 自分からすすんであ
いさつをしている 5.7 5.9 5.5

14 子どもが進んで手伝
いをしている 4.1

家庭での役割を決め，
責任を果たせるように
している

4.3 勤労意欲を持たせ
るよう努力している 5.1 すみずみまで，きれ

いにそうじをしている 5.8 6.0 5.5

15 子どもが安全に注意
して登下校している 5.3 登下校の安全を見

守っている 4.2 校外で安全に行動でき
るように指導している 5.4

ルールを守り安全に
注意して登下校して
いる

6.1 6.3 6.0

16 子どもが学校のきまり
やルールを守っている 5.6

約束やきまりを守る
ように働きかけてい
る

5.5
子どもに規範意識が育
つようにルールの徹底
指導をしている

5.5 学校のきまりを守っ
ている 5.9 6.0 5.7

17 使ったものを元の場
所に片づけている 3.9

身の回りの整理整頓
ができるように働きか
けている

4.7
身の回りの整理整頓
ができるように指導し
ている

5.3
机やロッカー，かばん
の中をきちんと整理し
ている

5.7 5.7 5.6

18
子どもは基本的な生活習
慣（早寝・早起き・朝ごはん
等）が身に付いている

4.9
基本的習慣が身に付く
ように家族で取り組ん
でいる

5.0
基本的な生活習慣を
意識できるように指導
している

5.5
早寝・早起き・朝ご
はんに気を付けて生
活をしている

5.5 5.7 5.4

19
子どもが好き嫌いせず
感謝して食事をしてい
る

4.7 好き嫌いなく食べるよ
うに働きかけている 5.2

感謝して給食を食べよ
うとする態度を育てて
いる

5.7 残さず給食を食べて
いる 6.3 6.3 6.3

20
子どもは外遊び・ス
ポーツなどで，よく体を
動かしている

5.2
外遊び・スポーツなど
体を動かすように働き
かけている

5.1
外遊び・スポーツなど
で体を動かすように働
きかけている

4.6
外遊び・スポーツな
どで，よく体を動かし
ている

5.7 6.1 5.4

21 学校に気軽に相談
できる 5.1

22
学校便りやホームペー
ジで学校の方針や様
子が分かる

5.0

23 地域やPTAの行事
によく参加している 5.0

24
学校は地域と連携しな
がら教育活動を行って
いる

5.1 【資料２】 ・・・・・・前年度後期比　下降の項目

・・・・・・前年度後期比　上昇の項目

保護者(保護者から見た子
どもの姿）

保護者（保護者自身の子
どもへの働きかけ）

教職員 児童生徒全体

平成３０年度前期学校評価アンケート
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H29
前期

H29
後期

H30
前期

H29
前期

H29
後期

H30
前期

1 4.8 4.8 4.9 4.8 4.7 4.8

2 子どもがあきらめずに学習している 4.9 4.9 4.9 5 4.9 5

3 4.6 4.7 4.6 5 5 5

4 4.9 4.8 4.7 4.4 4.3 4.3

5 4.7 4.7 4.7 3.4 3.4 3.4

6 4.3 4.3 4.5 4.6 4.6 4.6

7 5.1 5.1 5.1 4.9 4.9 5

8 4.4 4.5 4.4 5 5.1 5

9 4.7 4.9 4.8 5.5 5.6 5.5

10 5.5 5.5 5.5 5.2 5.4 5.2

11 4.6 4.7 4.6 5.4 5.5 5.4

12 4.9 5 4.8 4.6 4.8 4.6

13 4.9 5 4.9 5.5 5.5 5.4

14 4.2 4.2 4.1 4.3 4.4 4.3

15 5.4 5.3 5.3 4.2 4.2 4.2

16 5.6 5.6 5.6 5.4 5.4 5.5

17 3.8 3.9 3.9 4.7 4.8 4.7

18 4.8 4.8 4.9 5 5 5

19 4.6 4.8 4.7 5.2 5.3 5.2

20 5 4.9 5.2 5 4.8 5.1

21 4.9 4.9 5.1

22 5 4.9 5

23 4.8 4.8 5

24 5.1 5.1 5.1 【資料３－１】

地域やPTAの行事によく参加して
いる

学校は地域と連携しながら教育活
動を行っている

平成３０年度前期　学校評価経年変化

子どもは外遊び・スポーツなどで，
よく体を動かしている

外遊び・スポーツなど体を動かすよ
うに働きかけている

学校に気軽に相談できる

使ったものを元の場所に片づけて
いる

身の回りの整理整頓ができるよう
に働きかけている

学校便りやホームページで学校の
方針や様子が分かる

子どもは基本的な生活習慣（早寝・早
起き・朝ごはん等）が身に付いている

基本的習慣が身に付くように家族
で取り組んでいる

子どもが好き嫌いせず感謝して食
事をしている

好き嫌いなく食べるように働きかけ
ている

子どもが安全に注意して登下校し
ている

登下校の安全を見守っている

子どもが学校のきまりやルールを
守っている

約束やきまりを守るように働きかけ
ている

子どもがしっかりとしたあいさつを
する

家族は，自分からすすんであいさ
つをするようにしている

子どもが進んで手伝いをしている
家庭での役割を決め，責任を果た
せるようにしている

物を大切にする気持ちや態度が
育っている

物の大切さを伝えている

子どもが場に応じた言葉づかいを
している

ていねいな言葉づかいで話すよう
に心がけている

子どもは，自分のよいところを知っ
ている

子どもががんばっている姿をほめ
ている

子どもが相手を思いやり仲良くする
家庭でも互いを思いやるようにして
いる

子どもが宿題忘れや忘れ物をしな
いようにしている

忘れ物がないように，子ども自身が
点検する習慣をつけている

子どもが少し難しいことに挑戦しよ
うとしている

子どもが最後まで取り組めるように
励ましの声をかけている

子どもが興味のある本を読んでい
る

家庭で読書の時間を設けている

子どもが進んで家庭学習に取り組
んでいる

家庭学習ができるように働きかけ，
環境を整えている

子どもが自分の力を伸ばせるよう
に励ましている

子どもがよい態度で学習している 子どもの話をしっかり聞いている

子どもが積極的に発表等の学習活
動に参加している

授業中に，進んで発言できるように
励ましている

保護者(保護者から見た子どもの姿）
保護者

（保護者自身の子どもへの働きかけ）

めあてをもって努力している
家庭では子どもの学習状況を把握
するようにしている
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H29
前期

H29
後期

H30
前期 児童生徒全体

H29
前期

H29
後期

H30
前期

H30 Ⅰ
ステージ
前期

H30 Ⅱ・
Ⅲ ステー
ジ前期

1 5.2 5.1 5.2 めあてをもって授業を
受けている

5.3 5.4 5.7 6.1 5.4

2 5 5.2 5.1 わかるまで勉強している 5.4 5.2 5.5 6 5

3 5.5 5.6 5.6 授業中，先生や友だち
の話をよく聞いている

5.5 5.6 5.8 6 5.6

4 5 5 5 授業中，自分から進ん
で発言している

4.6 4.6 5 5.6 4.4

5 4.9 5 5 自分からすすんで本を
読んでいる

5 4.9 5.2 6.2 4.5

6 5.3 5 5.4
（家で宿題をしている：１・２年）
自分で計画を立てて家庭学習を
行っている

5 5.2 5.3 6.1 4.7

7 5.4 5.4 5.4 家で，次の日の学習の
用意をしている

5.9 5.9 6.2 6.5 6

8 4.8 4.8 4.9 苦手なことでも，挑戦し
ようとしている

5.2 5.3 5.4 6 5

9 5.5 5.5 5.6 自分のよいところが言
える

4.6 4.8 4.9 5.3 4.5

10 5.5 5.5 5.4 人のいやがることをしたり，悪口を言ったりしていない 5.5 5.5 5.7 5.9 5.4

11 4.8 5 5 みんなが使う物を大切
にしている

6 6.1 6.2 6.5 6.1

12 5.4 5.5 5.2 言葉づかいに気をつけ
ている

5.4 5.5 5.6 5.9 5.3

13 4.7 4.8 5 自分からすすんであい
さつをしている

5.6 5.6 5.7 5.9 5.5

14 4.9 5.1 5.1 すみずみまで，きれい
にそうじをしている

5.6 5.7 5.8 6 5.5

15 5.1 5.1 5.4 ルールを守り安全に注
意して登下校している

5.9 5.9 6.1 6.3 6

16 5.4 5.3 5.5 学校のきまりを守って
いる

5.7 5.8 5.9 6 5.7

17 5 5.4 5.3 机やロッカー，かばんの中
をきちんと整理している

5.7 5.7 5.7 5.7 5.6

18 5.4 5.3 5.5 早寝・早起き・朝ごはんに
気を付けて生活をしている

5.4 5.4 5.5 5.7 5.4

19 5.4 5.5 5.7 残さず給食を食べてい
る

6.2 6.4 6.3 6.3 6.3

20 4.5 4.4 4.6 外遊び・スポーツなどで，
よく体を動かしている

5.5 5.5 5.7 6.1 5.4

【資料３－２】

平成３０年度前期　学校評価経年変化

感謝して給食を食べようとする
態度を育てている

外遊び・スポーツなどで体を動
かすように働きかけている

身の回りの整理整頓ができる
ように指導している

基本的な生活習慣を意識でき
るように指導している

校外で安全に行動できるよう
に指導している

子どもに規範意識が育つように
ルールの徹底指導をしている

気持ちよく挨拶をしようとする
態度が養えている

勤労意欲を持たせるよう努力
している

次に使う人のことを考えようと
する態度が養えている

場や相手に応じた言葉遣いを
するように指導している

子どものよさを積極的に見つ
け，認めてほめている

人権を基盤とした人間関係を
築こうとする心情を育てている

自分で見通しを持ち，行動でき
るように指導している

何事にも挑戦しようとする態度
が養えている

進んで読書するような働きか
けをしている
めあてをもった家庭学習課題を明
示し，学習できるように点検してい
る

一人一人が分かるまで分かり
やすく教えようとしている

子どもたちに話を聞くことの大切さや聞き
方について具体的に示して指導している

グループ学習など学び合いの
場を保障できている

教職員

学習課題が子どもたちに明確
になる指導計画を組んでいる
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平成３０年度 学校評価実施報告書 

学校名（京都市立開睛小中学校） 

教育目標
これからの社会をたくましく生き抜く力の育成

年度末の最終評価 
自
己
評
価

教育目標の達成状況，次年度に向けた見直し
〇 課題意識を持ち，学び合い，刺激し合う姿 
  児童生徒アンケートでの「確かな学力」に関する項目の実現度はいずれも高く，特に「計画的
な行動」については，保護者・教職員アンケートの結果も実現度 5.0 を超えており，主体的な学
習を目指して授業改善をしてきたことが効果をあげていると考えられる。一方で，今年度始めた
おたより・スケジュール帳で自己管理をする取組については，家庭学習の習慣化までには至って
いない。アンケート結果を学年に返し，取組の進捗を図る必要がある。 

○ お互いを尊重して折り合いをつけながら思考，表現する姿 
児童生徒アンケート「人の嫌がることをしたり，悪口を言ったりしたりしていない」について

は，児童生徒・保護者・教職員アンケートのいずれも実現度が高く，適切な人間関係の中で落ち
着いた学校生活が送れていることがわかる。ただし，不登校の児童生徒の状況を鑑みて，小中一
貫の視点に立って人権を尊重する集団づくりをさらに推進して参りたい。 

〇よりよい生活の実現に向け，自ら正しい判断をしようとする姿 
  規範意識に関するの質問項目については，児童生徒・保護者・教職員ともに少しずつ評価が高
くなっているが，地域の方からも子どもたちの様子が変わったと声をかけていただくことが増え
ている。地域の一員としての自覚を高めるため，地域行事への積極的な参画を促したい。 

〇 教職員への「現在、あなたが最も強く自覚しているのは次のどの立場ですか」という問いに対
しては，小中一貫校の教員との回答が多い一方，小学校教員と回答している者もあった。9 年間
の学びを繋ぐためにも教職員の意識改革を図る必要がある。 

学
校
関
係
者
評
価

学校関係者による意見・支援策
・児童生徒が地域行事の運営に携わる姿が増えてきた。部会と連携して活動の場を広げていきたい。
・１年生が保育所・幼稚園へ出向く取組は，双方によい刺激となっている。小中だけでなく，保育
所・幼稚園との連携も進めてもらいたい。 
・義務教育学校として儀礼的行事の変更等が必要なことは一定理解している。児童生徒にとって意
味のあるものにしていただきたい。 

学校関係者評価の評価日・評価者 
評価日 評価者

中間評価 １０月１７日（水） 学校運営協議会
最終評価 ２月２５日（月） 学校運営協議会

（１）「確かな学力」の育成に向けて 『学力向上プラン』 
重点目標 主体的・社会的な学びを大切にし，「自己指導力」を育てる。

～自分の学びと仲間との学びをつなげる活動を通して～ 
★これからの社会を生き抜く知恵と博識 
自己指導力を育成するための，学びのプロセスを意識した授業作り（9年間の学びをつなぐことによる学力向上）

具体的な取組
・９年間の学びの連続を図るカリキュラムの構築 
・単元の系統を意識した授業づくり 
・家庭学習の習慣化と主体的な学び・学力向上につながる家庭学習の検討 

１～６年おたより学習予定表・７～９年短期学習計画で時間管理能力の向上等 
・各教科等での言語活動の充実とＩＣＴ機器や学校図書館の利用 
・朝読書・スパイラルタイムの充実（朝読書のアウトプットや，系統だてたスパイラルタイムの提案）
・学年の系統に応じた学習ルールの確立（「聞く」・「話し合う」・「発表する」） 
・学校運営協議会との連携 
・若手・中堅教員が学び合い，授業改善につなげるための校内研修 
（取組結果を検証する）各種指標
・前期・後期学校評価での「計画的な家庭学習」実現度の変容 
・プレジョイントプログラム・ジョイントプログラム等の結果と学力に課題のある子どもの変容 
・全国学力・学習状況調査・児童生徒質問紙の分析結果 
・児童生徒の「聞く」・「話し合う」・「発表する」態度の変容 
・１～６年おたより学習予定表・７～９年短期学習計画スケジュール帳の取組内容 

中間評価 
各種指標結果
○プレジョイントプログラム・ジョイントプログラム等の結果と学力に課題のある層の変容 
  各種学力テストの結果からは，学年や教科によって変動が見られるが，学力に課題のある層の割合
は一定で減少が見られない。また，基礎的な知識の定着に課題がみられた。（数値略） 

○全国学力・学習状況調査・児童生徒質問紙の分析結果 
・放課後や週末の過ごし方について，家で勉強や読書をするよりも，テレビ・インターネット等をして
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いるとの回答が多かった。「宿題をする」と回答していても,計画をたてて自主的に学習する児童生徒
が少なかった。 

・「生徒の間で話し合う活動を通じて，自分の考えを深めたり，広げたりすることができていると思い 
ますか？」という質問に「そう思う」と答えた生徒は３６．２％であったが，「どちらかといえばそ 
う思わない」「そう思わない」と答えた生徒は２６．６％と３割近かった。 

○１～６年おたより学習予定表・７～９年短期学習計画スケジュール帳の内容 
１～６年生におたより帳，７～９年生にスケジュール帳を持たせて，自分の「したいこと」と「や

るべきこと」を「見える化」して情報を活用し，生活の中で「計画的に『学習』を回す」感覚を実感
できるよう取組を始めた。学校全体で取組を系統的にマネジメントし，ＰＤＣＡサイクルにより見直
しを行うこととした。（以下，「おたより・スケジュール帳）と表記） 

自
己
評
価

分析（成果と課題）
・約３割の児童生徒について，「聞く力」「聞いて折り合いをつけながら思考，表現する力」に課題
があることがわかった。 
・学習確認プログラム等の結果から学力に課題のある層の変容を見とり学力向上の取組を検証して
いるが，成果につながっていない。 
・寝るまでの時間をスマホ・ゲーム・テレビに費やしていることが多いため，児童生徒が時間を管
理する力の育成が課題である。 
・「おたより・スケジュール帳」に関するアンケートからは，情報収集はできているが，情報の活
用には至っていないことがわかった。 
分析を踏まえた取組の改善
・グループでの学びの場面で，自分の意見を発表し，人の考えを聞き，自分の考えを深めることが

できる授業改善 
・学年に応じた「聞く」「発表する」「話し合う」ための「学びのステップ」を作成し，表を各教室

に大きく掲示し，児童生徒が自分の姿を客観視できるようにした。 
・「おたより，スケジュール帳」の取組の徹底と，児童生徒が情報収集力から情報活用力へとレベ
ルアップできるよう指導の工夫をする。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・「おたより・スケジュール帳」の取組による自己管理能力の変容。 
・前期・後期学校評価アンケートの「計画的な家庭学習」実現度の変容 
・プレジョイントプログラム・ジョイントプログラム等の結果と学力に課題のある層の変容。 

学 
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・学校運営協議会自主学習支援部で，おたより学習予定表についての取組を共有した。放課後学び

教室での支援において，宿題の内容がわかる，自主学習の内容の計画をサポートできるという意
見が多かった。 

・家庭での読書時間を確保することが難しい現状があるのではないか。 

最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
○「おたより・スケジュール帳」の取組による自己管理能力の変容 
７月と１２月の２回，実践面と意識面を見とる内容の児童生徒アンケートを行った。データを分析・

検証し，校内研修で報告。改善点と短期目標を設定した。 
【実践面】 

○「おたより・スケジュール帳を朝学活や終学活で机の上に出してみているか」 
・１～６年 「いつも」と「だいたい」をあわせて７５～１００％（アンケート２回目） 
・「あまり見ていない」４０％の学年（1回目）⇒１％に減少（２回目） 
・７・８年 「いつも」と「まあまあ」をあわせて７５～８０％（１回目・２回目とも） 
・９年は実践不足が結果に反映し，１回目４５％⇒２回目３６％と減少。 

 【意識面】 
○「昨年度より計画的に学習できるようになったか？」 
・２～６年 「そう思う」と「少しそう思う」をあわせて約９０％，７・８年 約５５％（１回目・
２回目とも） 
・９年 １回目３５％⇒２回目２５％と減少 

・「昨年度より家庭学習の時間が増えたか」 
「とても」と「少し」をあわせて増えたと感じている児童生徒は， １～６年 ８５～９５%， 
７・８年 ５５％，９年 ２５％と，「計画的に学習できる」と回答した割合と同じだった。 

○前期・後期学校評価の「計画的な家庭学習」実現度の変容 
「自分で計画をたてて家庭学習を行っている」という学校評価のアンケート項目の結果を分析し，学

校運営協議会等で課題を共有した。昨年度後期には，Ⅰステージ（１～４年）では学年が上がるごとに
「よくできている」と「大体できている」をあわせた割合が減っていき，Ⅱステージ（５～７年）では
増えるが,Ⅲステージ（８・９年）では激減していた。今年度の「おたより・スケジュール帳」の取組
により，このアンケート項目がどのように変容するのかを検証した。 

昨年度の実現度と比較すると，この項目は保護者，教職員，児童生徒，三者ともにすべて上昇してい
る。とりわけ，児童生徒の実現度は３回連続で上昇している。学年により実現度に大きなばらつきはな
かったが，学年が上がるごとにゆるやかに下降していることは課題である。 
○プレジョイントプログラム・ジョイントプログラム等の結果と学力に課題のある層の変容 
 ４年・５年・６年のどの学年も，総合的にみると昨年度より伸びているが，学力に課題のある層との
２極化が進んでいるといえる。また，７年・８年・９年での結果も，総合的な結果は前回より伸びてい
るが，分布がばらついた。（数値略） 
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自
己
評
価

分析（成果と課題）
・「おたより・スケジュール帳」の児童生徒アンケートから自己管理能力の変容を検証した結果，
取組により昨年度より計画的に学習でき，家庭学習の時間が増えたと感じている児童生徒が増えて
いることがわかった。ただし，情報収集の段階の生徒がまだ多い。 
・昨年度より学力に課題のある層の変容を学力向上の検証材料とし，授業づくり等の研究を進めて
きた。授業設計についてはどの教員にも定着しているが，成果につながっていない。さらに詳細に
分析し，取組を深めていきたい。 
分析を踏まえた取組の改善
・学期末の「おたより・スケジュール帳」児童生徒アンケートを記名制にして，学力との相関関係
を調べる。活用の前後で，児童生徒の学力がどう変容するのか調べる。 
・教育課程内で学び直しの時間を設定し,すべての子どもの基礎学力を保障する。 
・校内授業研修等では，つけたい力についてすべての子どもに対して検証し，指導技術を研究する。
重点目標の達成状況，次年度の課題
・本校の授業研修や研究・検証について，すべての子どもにつけたい力が育成されるような学習活
動となるよう改善したいと考えている。 

学
校
関
係
者
評
価

学校関係者による意見・支援策
学校運営協議会理事会で，おたより学習予定表についての取組を共有し，放課後学び教室でスマ
ホ・ゲーム等，家で時間をどう使うのか，自己管理能力の育成について支援する考えである。また，
家庭学習の量については改善の余地がある。 

（２）「豊かな心」の育成に向けて 
重点目標
社会性や規範意識の育成 

具体的な取組
１ 学級活動や児童会生徒会活動・行事の活性化 
２ 特別活動・学校行事における言語活動の充実 
３ 教科化に向けた道徳教育の充実 
４ 人権教育の充実 
５ キャリア教育の視点からの取組の充実 
（取組結果を検証する）各種指標
１ 主体的・協同的な自治活動 
２ 主体的で目的が明確な体験活動 
３ 日々の道徳の授業（ワークシートなどからによる見取り） 
４ 毎月実施する人権教育での振返り 
５ ポートフォリオの活用 
日常的に社会の規範に照らした相互評価を通して見取る。 

中間評価 
各種指標結果
１ 各ステージで集会を設けて話し合う活動ができた。 
２ ステージ集会などでは，自分たちの言葉で思いを伝えることができた。 
３ 道徳ノートを活用して授業を進められている。休日参観では，道徳の授業を公開した。 
４ 振り返るところまではなかなかできていないのが現状である。 
５ 年度初めに記入し，家庭訪問時に保護者と内容の共有をした。 
自
己
評
価

分析（成果と課題）
探究交流会に向けて，各ステージで事前にプレ発表会を開くなどして，積極的に異学年で交流す 
る機会があった。人権学習においては，来年度に向けて内容を見直していく必要性を感じた。 

分析を踏まえた取組の改善
来年度に向けて，内容の見直しの機会が必要だと感じた。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
１主体的・協同的な自治活動 
２主体的で目的が明確な体験活動 
３日々の道徳の授業（ワークシートなどからによる見取り） 
４毎月実施する人権教育での振返り 
５ポートフォリオの活用 
日常的に社会の規範に照らした相互評価を通して見取る。 

学
校
関
係
者
評
価

学校関係者による意見・支援策
・前期学校評価アンケート（豊かな心）からは，三者（保護者・教職員・児童生徒）ともに５． 
０以上「大体できている」の項目として「思いやりの心」が高かった。生き方の指針となる道徳 
教育や人権教育について更なる充実を図っていく。 
・児童生徒の自己評価が２０項目中１８項目で前年度後期より高くなっている。保護者から見た 
子どもの評価との差は大きいが，自己評価が高いことは悪いことではなく，さらに保護者・教職 
員からの個々の働きかけにより児童生徒の自己有用感や自尊感情を高めていきたい。 
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最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
１ 各ステージで数を重ねて集会を実施してきたことで，以前に比べると話し合いが活発になった。 
２ ステージ集会などでは，お互いの話を聞き合う姿も見られた。 
３ 道徳ノートを活用して授業を進められている。 
４ 来年度に向けて，人権学習計画を見直した。 
５ 年度末に記入し，保護者のコメントをもらい保管していく。 
自
己
評
価

分析（成果と課題）
ステージ集会での姿から見ると活発に話し合えるようになってきた。また，人権学習計画の見直し
も進められた。 
分析を踏まえた取組の改善
今年度の成果としてあげたことを踏まえて，来年度の取組を充実させていきたい。 

重点目標の達成状況，次年度の課題
概ね重点目標は達成された。新たな人権学習計画に基づく取組の充実は課題である。 

学 
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
児童生徒の自主的主体的な活動は，より活発化しつつあり，小中一貫校の利点を活かしたステージ
集会などの活動は定着していると思われる。また，道徳教育では，教科化にむけての研究が進めら
れ，とくに評価方法の分野での充実が見られた。さらに人権教育では，現状の人権課題に合わせて
年間学習計画が見直され，次年度の実施を控えている。 

（３）「健やかな体」の育成に向けて 
重点目標 心身の健康とたくましく生きるための体力
健やかでたくましい心や体を育む活動作り ～基本的な生活習慣の確立と自己管理能力の育成～ 
具体的な取組
１．保健教育の充実 
保健教育プロジェクト・体力向上プロジェクト・委員会活動・保健委員会 

２．安全教育・防災教育の充実 
避難訓練・安全管理と危機察知能力の向上・交通モラル・マナ－の向上 

３．食教育の充実 
食育の推進・給食週間の促進・食の学習・家庭科との連携・ＰＴＡとの連携（朝食メニュー応募等）

（取組結果を検証する）各種指標
１ 保健教育 
・生活リズム調べと朝食キャンペーンの実施と分析 
・性についての正しい理解・歯科保健の充実 
・業間マラソン・マラソン大会などの企画・運営 

２ 安全教育 
 ・避難訓練の充実と避難経路の徹底 
 ・校内安全意識の強化 
 ・自転車教室・安全ノートの活用 
３ 食教育 
 ・食べ物を大切にし，残さず食べきる活動 

・食の学習・家庭科との連携 

中間評価 
各種指標結果
1 生活リズム調べを集計している途中。今後分析予定。分析の結果は担任に報告し，個人懇談会で保

護者と連携し，対策を模索していく予定。 
２ 避難訓練は年間計画通り実施できている。自転車安全教室も実施できた。 
３ 給食委員会を中心にペロリ賞やダブルペロリ賞の取組を進めている。 
自
己
評
価

分析（成果と課題）
１ 今年度の夏季研修で性に関する研修を教職員向けに行い，各学年で指導案の検討を行った。系

統的に内容を見直すことができた。今後，見直した所を変更できるようにしていきたい。 
２ 定期的に避難訓練を行っている。今年度は教職員の研修で，さすまたを使った研修も行うこと

ができた。登下校の安全について，集団登校の徹底などを行っていく必要がある。 
３．給食委員会と連携して，給食指導を行っている。各学級で効率的にしっかり取り組めている。

食の学習については年間計画を元に取組を進めていく。 
分析を踏まえた取組の改善
・性に関する指導について，来年度に学年や発達段階に応じた学習を吟味していく必要がある。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・性教育委員会を実施し，各学年の系統性を考えていく。 

学
校
関
係
者
評

学校関係者による意見・支援策
・前期学校評価の結果からは，給食については多くの児童生徒が残さず食べているが，家庭での実
践が伴っていないのが現状である。食育を推進する取組や保健教育プロジェクト（生活リズム調
べ・朝食キャンペーン等）を活用し，家庭でも食べ物に感謝できるように働きかける。 
・外遊びができる安全な場所，自然に親しむことができる安全な場所が少ない。遊びや自然に親し
むことから学ぶことも多くある。アンケート結果からは，児童生徒の安全に対する行動やルールや
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価 きまりを守る意識は高い。

最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
１ 生活リズム調べの結果で気になる児童生徒には担任に報告した。それを受けて担任が保護者と連携

し，対策について話をした。 
２ 避難訓練は年間計画通り実施できている。自転車安全教室も実施できた。 
３ 給食委員会を中心にペロリ賞やダブルペロリ賞の取組を進めている。給食週間の取組で食べ物に関

するクイズなどをして取り組めた。 
自
己
評
価

分析（成果と課題）
１ 今年度の夏季研修で性に関する研修を教職員向けに行い，各学年で指導案の検討を行った。系

統的に内容を見直すことができた。実施した指導案を各学年で回収することができた。 
２ 定期的に避難訓練を行っている。今年度は教職員の研修で，さすまたを使った研修も行うこと

ができた。実際の避難においても，大きな混乱はなかった。登下校の安全について，集団登校の
徹底などを行っていく必要がある。 

３ 給食委員会と連携して，給食指導を行っている。年間を通して残菜が減った。食の学習につい
ては年間計画を元に取り組めた学年とそうでない学年があったため，来年度は年度初めにしっか
りと計画を立てて進めていきたい。 

分析を踏まえた取組の改善
性に関する指導について，来年度に学年や発達段階に応じた学習を吟味していく必要がある。 

重点目標の達成状況，次年度の課題
１ 性に関する指導は系統性を持って，学年で学習する内容をある程度固めていく。 
２ 来年度も引き続き避難訓練をしっかり行っていく。 
３ 給食指導と食育と両方充実させていく。 

学
校
関
係
者
評
価

学校関係者による意見・支援策
・登下校の危険・注意個所を把握し，学校と安全見守り隊が情報を共有する。違反駐車や路上での

スケートボード遊び等内容によっては警察と連携し，パトロールや取締の強化を行う。 
・青パト巡回。教職員も年に数回乗車し，児童生徒に青パトの存在も知ってもらう。 
・後期学校評価から「残さず給食を食べている」の項目の児童生徒評価は 6.4P と高く，ステージ
の差がないことも評価できる。 

（４）学校独自の取組 
重点目標
ファースト・ステージ（１～４年生） セカンド・ステージ（５~７年生） サード・ステージ（８・９年生）
○ やればできるという自信あふれ
る子ども 
○ いけないことを「いけない！」
といえる子ども 
○ 自分大好き，友だち大好き，な
かよく遊ぶ子ども

○ わからないことを克服しようと
努力する子ども 
○ 下級生を思いやり見守る子ども 
○ 協力してやり遂げる子ども

○ 挑戦的に学ぶ姿の実現
○ 卑怯を許さない姿の実現 
○ つながりを喜びとする姿の
実現 

具体的な取組
・全教職員がすべての研修会に参加し，共通理解を図って研究主題に迫れるようにする。 
・教科部会及び分掌部会を小中学校籍の教職員を交えた構成にし，９年間の系統を見通して取り組む。
・地域の保育園幼稚園と教員の交流，園児・児童の交流学習，保護者も含む保幼小連携講座の開催など

を行い，就学前からのつながりを大切にする。 
・東山区役所で東山フォーラムを開催し，地域・保護者とともに地域の子供を育てる取組を行う。 
（取組結果を検証する）各種指標
・小中教員の共同作業 
・各ステージの行事 
・保幼小中連携開催状況と講座の取組 
・前期学校評価 
・後期学校評価 
・各種団体との取組 

中間評価 
各種指標結果
・９年間の一貫した学びを実現するために，単元の系統を意識した授業づくりを行っている。 
・１～９年生の家庭学習の系統を決めて取り組んでいる。 
・今年度の東山探究の縦割り交流会（グループに分かれて）をステージごとに行った。 
・前期学校評価のアンケート結果では，保護者から見た子どもの姿で「地域や PTA の行事によく参 
加している」が前年度評価より 0.2P 高くなっている。 

自
己
評
価

分析（成果と課題）
・校内授業研究・事前授業にも教科部会の教職員が中心に参観し，授業改善に努める。 
・東山探究ステージ交流会で発表し，他者の意見を聞き自分の考えを深める。もう一度考えを再構

築できるようにして，縦割り探究交流会で発表できるようにする。 
・生徒会から朝の「ゾーン３０」の取組提案がされ，警察と連携した取組にしている。 
分析を踏まえた取組の改善
・放課後等を利用した授業の準備・部会などの話合いを，時間を決め効率よく行う。 
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（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・行事・取組からのふりかえり 
・後期学校評価  
・各種団体からの取組依頼と生徒会・文化部活動等による参加状況 

学
校
関
係
者
評
価

学校関係者による意見・支援策
・例年行っている２～９年全体での交流会を行う予定であり，最終評価の時に今年度の流れを検証

する必要がある。 
・前期学校評価は夏休み前のアンケートであり，地域行事が盛んになるこれからの時期に，地域・
区役所主催行事と学校が連携をし，積極的に参加を呼び掛けたい。 

最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
・今年度から義務教育学校への移行にあわせ，入学式（１年）と卒業式（９年）の２つとする。 
・義務教育学校として，本校独自の児童生徒会活動を進める。１２委員会から８委員会への見直し。 
・ステージ集会の充実（とくにファースト・ステージは，4年生が中心となり年間通して活躍できた） 
・体育大会では９年生の働きぶりが素晴らしかった。 
・就学前児と１年生児童の交流，就学前の保護者と在学児童の保護者とは給食試食会で交流を前年度に

引き続き行った。 
・各地域行事の依頼に積極的に参加することができた。 
自
己
評
価

分析（成果と課題）
・９年間の一貫した学びや授業改善等については「確かな学力」で分析済である。 
・年間通しての学校全体の行事とステージごとの行事の精選と学年での取組の整理が必要である。
儀式行事については，来年度は年度当初から共通理解のもと進めていける。 

分析を踏まえた取組の改善
・探究交流会にむけては，クラス・学年・ステージ交流会で発表方法を適宜工夫していく。 
・ステージ探究交流会の時期を検討。実施については賛否両論あるが，来年度も実施の方向で考え

ている。 
重点目標の達成状況，次年度の課題
・委員会活動が機能しているかの検証が必要である。 
・１０周年記念行事に向けて，検討をすすめる。（児童生徒会の取組も含めて） 
・学校独自の課題は複雑多岐にわたっており，取組の状況は概ね適切であるが，着実な成果を獲得

するまでにはまだ少し時間がかかるような現状である。 
・「児童と生徒が共に学ぶ学校」という特色から見ると，学校行事等での工夫はあるが，前期課程
と後期課程の教員が相互に連携して，児童や生徒に対して学習指導を展開するという小中一貫教
育校のメリットを発揮するための一層のカリキュラム・マネージメントや，アクティブ・ラーニ
ングの視点に立った工夫が必要である。 

学
校
関
係
者
評
価

学校関係者による意見・支援策
・義務教育学校として，新たな門出を迎えたこの時期に，年度末の儀式的行事の在り方について，
学校の考えにご理解いただいた。 

・不登校児童生徒の現状についての理解と保護者の子育てについての不安などを少しでも相談や支
援できるように学校と協力していきたい。 

・学校運営協議会の各支援部から今年度の取組の振り返りと来年度の申し送りの共通理解を図っ
た。 
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10 

11 

12 

教育指導計画作成 

学校評価実施に向けた評価項目の検討 

休日参観 
児童・保護者アンケート 

自己評価実施 
評価結果分析 
今後の方針・取組修正の検討 

児童・保護者アンケート 
自己評価の実施 

次年度の方針の共通理解 

第１回開催 
「学校教育目標・今年度取組
の説明」 

第２回開催 
「学校運営協議会による評価
実施」 

第３回開催 
「学校運営協議会（評価）」 

第４回開催 
「学校運営協議会による評価
実施」 

第５回開催 
「次年度の方針説明」 

学校だより（教育方針発信） 
HPにて公表 

学校だより・HP で結果と
今後の取組を公表 

学校だより・HP で結果と
今後の取組を公表 

年
間
評
価

中
間
評
価

     平成 30年度 学校評価年間計画   七条第三小学校
学校評価のねらい 

創意ある学校づくりに向けて，自校の課題と取組の成果を明らかにするとともに，外部評価を生かし，取組の検証と徹底を図

る。

4

5

7

9

1

2

3

6

評価の検討と実施 学校運営協議会 
学校評議員の会 

公表の時期と方法 
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（様式１）

七条第三小学校の学校評価について 

１ 評価のねらい

 〇キャリア教育を推進する学校教育目標の実現に向けて，その成果と改善すべき課題を

明確にする。 

 〇児童・保護者・教職員，そして地域の方々にアンケートの実施結果を公表することで，

お互いに現状を把握し，課題を共有する。そこから七条第三教育を進めていくために，

何が必要となるかを分析し，さらに連携を深めていく。 

２ 重点評価項目 

 （１）「確かな学力」の育成に向けて 

  児童の基礎的・汎用的能力を育てる七三型キャリア授業を推進する。 

 （２）「豊かな心」の育成に向けて 

  「豊かな人間関係」 

～「自分も人も大切な存在」「進んで役割を果たす」つながる友だち～ 

 （３）「健やかな体」の育成に向けて 

  「ゆたかな子ども時代」 

   ～「夢中になる」「自然と笑顔が生まれる」つながる遊び～ 

３ 評価手法 

 ・児童・保護者・教職員に対するアンケート調査を実施した。 

 ・評価結果においては，教職員全体で情報を共有し，分析することで今後の学校教育に

役立てている。学校運営協議会においても，意見や支援策を伺った。 

４ アンケート結果等による分析 

（１） 学習意欲を高める授業づくりと，家庭学習の充実について

  「めあてとめあてに対するまとめ」「毎時の“何につながったか”のふりかえり」につ

いては，子どもたちの様子やアンケート結果などから，取組が習慣化していることが伺

える。ただ，それぞれ内容の深まりについては不十分なところも見られる。「毎日の授業

でスッキリよく分かる」と答えている高学年児童が少ないこと，中学年児童の数値は高

いものの，プレジョイントプログラムの結果に表れていないことは課題である。 

  家庭学習に関しては，今年度は１年生から自学を意識した取組を始めたり，「選択型自

学」を始めたりしたことで，どの学年でも多くの児童が「自学ができるようになった」

と実感できていることは成果といえる。その反面，４・５年生の算数では筆算や小数の

計算などの「計算」に落ち込みが見られる。授業でスッキリ理解することも不可欠だが，

反復の練習も必要な内容なので，自分の課題に応じた「自学」や「家庭学習」を行うこ

とが必要である。 

（２）気持ちのよいあいさつが自然とできる学校について

  本校で取り組んでいる「日本一のあいさつ」では，全体的にはできるようになってき 

ているが，高学年のみ落ち込んでいる。毎年同じような傾向が見られるが，高学年のリ 
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（様式１）

ーダーシップに期待したい。また，保護者アンケートの結果からも，保護者もまだまだ 

不十分だととらえていることが読み取れる。そこで，まずは教職員，保護者，地域の大 

人が率先してあいさつをし，活性化させるようにする。 

  そして，大きな行事や「たてわり活動」を活用し，高学年児童のリーダーシップを刺

激し，「日本一のあいさつ」の実現につなげたい。

５ 自己評価 

  学校評価実施報告書を参照 

６ 学校関係者評価 

学校評価実施報告書を参照 

７ 総括・次年度に向けた課題等 

 〇「改善に向けて，教職員間のコミュニケーションを密にする」 

   教職員の間においても，学年や年齢が違うと遠慮がちになり，相互不干渉に陥るケ

ースがある。そのようなことが背景となり，学校の閉鎖性を感じることや，組織とし

てのまとまりの弱さを感じることもある。こうした状況の中で大切にしなければなら

ないことは，その多岐多様な足並みを具体的な目標に向けてまとめ上げることが必要

である。そのためにも，教職員間で目標に対しての議論やコミュニケーションをより

一層大切にしなければならない。具体例として，職員室の中央に２台，スタンディン

グテーブルを新たに配置し，教職員同士が気軽に会話をもてるような工夫をしている。 

 〇「学校評価を活用して，開かれた学校づくりを進める」

   学校関係者評価の取組を通じて，教職員や保護者，地域の方々が学校運営について

意見を交換し，学校の現状を知り課題意識を共有することにより，相互理解をより深

めることが重要である。学校評価を教職員間だけでとどまらず，学校・家庭・地域間

のコミュニケーションツールとして活用することにより，学校運営への参画を促進し，

家庭や地域に支えられる開かれた学校づくりをさらに進めていく。 

47



48



49



54.5% 36.3% 90.8% 7.9% 1.3% 9.2%

82.7% 13.4% 96.1% 3.1% 0.8% 3.9%

80.1% 12.3% 92.4% 6.3% 1.3% 7.6%

43.2% 39.7% 82.9% 10.6% 6.5% 17.1%

63.1% 25.8% 88.9% 7.9% 3.2% 11.1%

69.3% 20.7% 90.0% 8.7% 1.3% 10.0%

24.7% 50.8% 75.5% 21.2% 3.8% 25.0%

61.4% 29.8% 91.2% 7.9% 0.9% 8.8%

70.8% 19.2% 90.0% 6.3% 3.7% 10.0%

61.9% 23.4% 85.3% 12.9% 1.8% 14.7%

71.4% 18.3% 89.7% 6.7% 3.6% 10.3%

78.5% 11.1% 89.6% 8.1% 2.3% 10.4%

71.2% 21.2% 92.4% 3.0% 4.6% 7.6%

73.2% 25.2% 98.4% 1.6% 0.0% 1.6%

76.9% 18.1% 95.0% 4.4% 0.6% 5.0%

12.4% 33.8% 46.2% 40.2% 13.6% 53.8%

57.8% 30.1% 87.9% 10.7% 1.4% 12.1%

60.4% 25.4% 85.8% 8.1% 6.1% 14.2%

17.8% 2.0% 19.8% 28.3% 51.9% 80.2%

44.9% 14.2% 59.1% 13.4% 27.5% 40.9%

15.0% 15.6% 30.6% 25.4% 44.0% 69.4%

24.3% 36.3% 60.6% 29.7% 9.7% 39.4%

61,2% 29.4% 90.6% 6.7% 2.7% 9.4%

68.9% 21.1% 90.0% 8.1% 1.9% 10.0%

23.8% 36.0% 59.8% 33.3% 6.9% 40.2%

53.5% 35.5% 89.0% 10.7% 0.3% 11.0%

62.7% 23.6% 86.3% 7.1% 6.6% 13.7%

20.8% 37.5% 58.3% 30.8% 10.9% 41.7%

50.5% 36.1% 86.6% 10.7% 2.7% 13.4%

64.1% 19.0% 83.1% 11.2% 5.7% 16.9%

34.8% 51.9% 86.7% 3.0% 10.3% 13.3%

70.9% 25.2% 96.1% 3.9% 0.0% 3.9%

75.0% 20.6% 95.6% 3.8% 0.6% 4.4%

22.0% 43.8% 65.8% 17.6% 16.6% 34.2%

66.1% 29.9% 96.0% 3.1% 0.9% 4.0%

76.9% 16.3% 93.2% 4.4% 2.4% 6.8%

23.8% 54.5% 78.3% 17.6% 4.1% 21.7%

69.2% 26.0% 95.2% 3.9% 0.9% 4.8%

64.1% 25.4% 89.5% 4.4% 6.1% 10.5%

17.6% 34.8% 52.4% 30.8% 16.8% 47.6%

70.9% 10.7% 81.6% 9.4% 9.0% 18.4%

64.1% 23.6% 87.7% 8.1% 4.2% 12.3%

61.9% 30.8% 92.7% 3.9% 3.4% 7.3%

86.6% 9.4% 96.0% 0.9% 3.1% 4.0%

80.6% 11.2% 91.8% 4.4% 3.8% 8.2%

51.9% 29.2% 81.1% 17.6% 1.3% 18.9%

76.4% 14.9% 91.3% 6.4% 2.3% 8.7%

72.5% 16.3% 88.8% 8.1% 3.1% 11.2%

51.9% 33.8% 85.7% 10.6% 3.7% 14.3%

82.7% 17.3% 100.0% 0.0% 0.0% 0.0%

78.5% 16.9% 95.4% 4.4% 0.2% 4.6%

36.3% 54.5% 90.8% 4.6% 4.6% 9.2%

63.1% 29.4% 92.5% 3.1% 4.4% 7.5%

75.0% 20.6% 95.6% 3.1% 1.3% 4.4%

86.7% 9.4% 96.1% 1.3% 2.6% 3.9%

86.6% 9.4% 96.0% 2.3% 1.7% 4.0%

83.1% 11.2% 94.3% 4.4% 1.3% 5.7%

54.5% 33.8% 88.3% 7.3% 4.4% 11.7%

73.2% 17.3% 90.5% 3.1% 6.4% 9.5%

76.9% 16.3% 93.2% 5.6% 1.2% 6.8%

21.7% 46.2% 67.9% 17.6% 14.5% 32.1%

69.2% 14.9% 84.1% 8.7% 7.2% 15.9%

64.1% 20.6% 84.7% 6.8% 8.5% 15.3%

51.9% 33.8% 85.7% 11.7% 2.6% 14.3%

61.2% 25.2% 86.4% 7.9% 5.7% 13.6%

76.9% 12.3% 89.2% 7.1% 3.7% 10.8%

27.3% 34.8% 62.1% 17.6% 20.3% 37.9%

62.2% 26.0% 88.2% 6.4% 5.4% 11.8%

76.9% 16.9% 93.8% 3.1% 3.1% 6.2%

17.6% 54.5% 72.1% 10.6% 17.3% 27.9%

50.5% 25.2% 75.7% 18.3% 6.0% 24.3%

59.6% 16.9% 76.5% 20.6% 2.9% 23.5%

84.9% 14.8% 99.7% 0.3% 0.0% 0.3% 12.5% 64.4% 76.9% 15.3% 0.3% 15.6%

72.2% 25.4% 97.6% 1.8% 0.6% 2.4% 16.4% 60.3% 76.6% 15.1% 0.8% 15.8%

83.4% 16.0% 99.4% 0.3% 0.3% 0.6% 15.3% 58.5% 73.8% 12.7% 3.4% 16.1%

74.8% 21.9% 96.7% 3.3% 0.0% 3.3% 10.9% 63.8% 74.7% 15.1% 0.5% 15.6%

79.1% 19.0% 98.1% 1.9% 0.0% 1.9% 37.1% 51.9% 89.1% 3.1% 1.0% 4.2%

85.6% 13.9% 99.5% 0.5% 0.0% 0.5% 19.8% 68.4% 88.2% 7.9% 0.8% 8.7%

92.8% 6.9% 99.7% 0.3% 0.0% 0.3% 22.4% 63.4% 85.8% 9.1% 2.4% 11.5%

78.5% 21.4% 99.9% 0.1% 0.0% 0.1% 25.6% 55.8% 81.4% 12.2% 0.8% 13.0%

79.1% 19.2% 98.3% 1.7% 0.0% 1.7% 21.4% 66.8% 88.2% 7.1% 4.4% 11.5%

75.6% 21.4% 97.0% 3.0% 0.0% 3.0% 22.4% 60.3% 82.7% 8.6% 0.5% 9.1%

87.2% 12.7% 99.9% 0.1% 0.0% 0.1% 42.7% 49.8% 92.5% 3.1% 1.3% 4.4%

74.8% 24.7% 99.5% 0.4% 0.1% 0.5% 41.2% 33.6% 74.8% 7.0% 0.5% 7.5%

70.3% 26.8% 97.1% 2.6% 0.3% 2.9% 19.0% 69.7% 88.7% 3.1% 1.3% 4.4%

75.1% 23.5% 98.6% 1.1% 0.3% 1.4% 25.5% 51.9% 77.4% 19.0% 3.1% 22.1%

55.6% 41.2% 96.8% 3.2% 0.0% 3.2% 12.7% 59.1% 71.8% 12.7% 0.5% 13.2%

59.2% 33.6% 92.8% 5.3% 1.9% 7.2% 15.3% 56.1% 71.4% 13.9% 0.4% 14.3%
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平成３０年度 学校評価実施報告書 

学校名（ 七条第三小学校 ） 

教育目標
◆ なりたい自分 えがく めざす かなえる 共に

年度末の最終評価

自
己
評
価

教育目標の達成状況，次年度に向けた見直し
・教育目標は子どもたちにも教職員にもなじみやすく，すっかり定着した。 
・「なりたい自分」というのをキーワードにして指導に生かすことができた。 
・子どもたちはそれぞれの「なりたい自分」を思いえがいている様子なので，来年度は「共に」「か
なえる」こと具現化するような取組を考えたい。 
・取組の中で「共に」を意識することで，子どもたちの「他者」を意識する力を育んでいきたい。
そのことがよりよい人間関係を築き，子どもたちの「社会性」を育むことにつながると考える。 

学
校
関
係
者
評
価

学校関係者による意見・支援策
・教育目標はおぼえやすく，言いやすくていい。 
・今後も続けてほしい。 
・大人も「なりたい自分」をもつことは大事だし，その意味で，大人が範を示せる存在でありたい。

学校関係者評価の評価日・評価者 
評価日 評価者

中間評価 １２月１８日（火） 学校運営協議会理事会
最終評価 ３月６日（水） 学校運営協議会理事会

（１）「確かな学力」の育成に向けて 『学力向上プラン』 
重点目標
児童の基礎的・汎用的能力を育てる七三型キャリア授業を推進する。 
「豊かな学び」～「今スッキリ」「未来へバッチリ」つながる授業～ 

具体的な取組
・キャリア教育の視点を適切に位置付けた「スッキリ」「バッチリ」が生まれる授業づくり１を行う。 
・以下の４つを「標準装備」とし，全ての教員が共通実践することで，子どもたちの基礎的・汎用的能

力を育成する。 
 ①「明確な問い」と「スッキリするまとめ」 ②「何につながったのか」のふりかえり 

③学習規律の徹底  ④ＩＣＴの活用 
・校内研究を中心に，次の２つの視点で授業改善を進める。 
 ①単元を貫く問い（本質的な問い）を位置付け，児童が見方・考え方を働かせて思考する授業づくり
 ②毎時終末のふりかえりで，児童の“未来の知識”（汎用的能力）を引き出す授業づくり。（「七三学 

びの道しるべ」の活用） 
・“未来の知識”の習得には家庭学習との連続が不可欠であるととらえ，子どもたちが「主体性」をも
って自学に取り組む習慣を定着させる取組を行う。今年度，１年生から自学につながる取組を始める。
また，なかなか進んで自学に向かいにくい子に焦点を当て，自学の内容や効果を示し，自分の課題に
あった取組を選択できる「選択型自学」を行う。 

・市販のテストとドリル（漢字・計算）を全校で統一し，学校として一貫した評価システム（データ処
理）を導入する。評価をもとに日々の指導につなげていくほか，各種データも最大限活用し，学力向
上をめざす。（「七三模試」の実施と学力分析・指導） 

・ＩＣＴ関係など，子どもたちの学力向上につながる「投資」を積極的に行う。また，「投資」の効果
を最大化するため，教職員の活用能力向上に向けた研修を充実させる。 

（取組結果を検証する）各種指標
・プレジョイントプログラム，ジョイントプログラム及び全国学力・学習状況調査の分析結果。 
・児童の授業中の態度の変容。（学習規律の定着状況） 
・「七三学びの道しるべ」における毎時間の「ふりかえり」の点検結果。 
・自学ノート（自由帳）の点検結果。 
・指導主事からの授業評価。 
・児童及び保護者アンケートの結果。 
  該当項目  ⑧ 授業のとき，よく分かりスッキリすることが多いですか。（児） 
       ⑨ 授業のとき，できることが増えてスッキリすることが多いですか。（児） 
       ⑩ “未来へバッチリ”のふりかえりで，今日の勉強が何につながったか考えていますか。（児）
       ⑯ 自学ができるようになりましたか。（児） 
       ③ 本校が，児童の「スッキリ」につながる「わかる」「できる」授業をめざしている

こと（保） 
       ④ 本校が，つねに「何につながったか」を大切にして授業・行事をおこなっていること（保）
・授業参観，学級懇談会，個人懇談の際の保護者の意見。 

中間評価 
各種指標結果
・プレジョイントプログラム，ジョイントプログラムでは，以下の分野で落ち込みが見られた。 
  → ５年（国）・（算） ４年（国）（算） 
・学習規律の定着については習慣化が進んでいるが，ゆるみが見られるところもある。 
・児童アンケートの結果 ※ 「そう思う」「大体そう思う」の合計：「プラス評価」 
              「あまりそう思わない」「そう思わない」の合計：「マイナス評価」 
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→ ⑧：プラス評価（高）６７．４％ （中）９２．１％ （低）８５．６％
  → ⑨：プラス評価（高）７２．７％ （中）８８．２％ （低）８８．１％ 
  → ⑩：プラス評価（高）７８．０％ （中）９１．３％ （低）８５．６％ 
  → ⑯：プラス評価（高）８１．１％ （中）９１．３％ （低）８８．８％ 
・保護者アンケートの結果 
  → ③：プラス評価（重要度）９９．２％ （実現度）７５．１％ 
  → ④：プラス評価（重要度）９７．１％ （実現度）７７．９％
自
己
評
価

分析（成果と課題）
・「学習規律」や「めあてとめあてに対するまとめ」「毎時の“何につながったか”のふりかえり」
「自学」など，子どもたちの様子やアンケート結果などから，取組が習慣化していることがうか
がえる。 

・「毎日の授業でスッキリよく分かる」と答えている高学年児童が少ないこと，中学年児童の数値
は高いものの，プレジョイントプログラムの結果に表れていないことは課題である。 

・保護者アンケートの③の「実現度」が７５．１％となったのは，保護者の要望ととらえたい。 
・どの学年でも多くの児童が「自学ができるようになった」と実感できている。 
・４・５年生の算数では「計算」に落ち込みが見られる。授業での理解も不可欠だが，反復練習も
必要なので，自分の課題に合った「自学」や「家庭学習」が行われているかを見直したい。 

分析を踏まえた取組の改善
・教職員の指導力向上のための研修について，特に若年教員を対象に積極的に行う。 
・「単元を貫く問い」が子どもたちの意欲や問題意識を刺激したものであるか，めあてとふりかえ
りがしっかり連動しているかなど，学校体制で研究・研修を深め，具体的な実践につなげていき
たい。 

・４つの「標準装備」の真の標準化を行う。ICT の活用では，使うことに満足するのではなく，教
育効果を高める活用法を探り，全体へと広めていく。 

・例えば「選択型自学」で選択肢を見直したり増やしたり，個別に指導する時間を設けたりするな
ど，子どもたちが自分の課題に応じた「自学」につなげていけるような働きかけを増やす。 

（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
※ 敢えて前回と同じ指標で検証し，変容について分析を加えていきたい。  

学
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・「七三模試」の取組はわかりやすく，結果に直結しそうなので，今後もぜひ続けてほしい。 
・タブレットなどの活用は今の時代に合っていると思う。 

最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
・ 児童アンケートの結果 ※ 「そう思う」「大体そう思う」の合計：「プラス評価」 
               「あまりそう思わない」「そう思わない」の合計：「マイナス評価」 
  → ⑧：プラス評価（高）６０．６％ （中）９０．６％ （低）９０．０％ 
  → ⑨：プラス評価（高）５９．８％ （中）８９．０％ （低）８６．３％ 
  → ⑩：プラス評価（高）５８．３％ （中）８６．６％ （低）８３．１％ 
  → ⑯：プラス評価（高）８１．１％ （中）９１．３％ （低）８８．８％ 
・ 保護者アンケートの結果 
  → ③：プラス評価（重要度）９９．４％ （実現度）７３．８％ 
  → ④：プラス評価（重要度）９６．７％ （実現度）７４．７％
自
己
評
価

分析（成果と課題）
・中間の結果と同様，「めあてとふり返り」「毎時のふり返り」について，教職員はもとより，子ど

もたちにも定着した。 
・「毎時のふり返り」では，慣れが出てきたためか，内容に課題が見られるようになったことから，

視点を提示するなどの改善策を試みたが，めざましい変化は見られなかった。 
・１年生から自学の取組を始めたことで，自学に対する抵抗はなくなっていると感じられる。 
・１月のジョイント・プレジョイントプログラムの結果は，９月と概ね同じような傾向が見られた。

ひき続き取組が必要である。 
・２回目の児童アンケートは，高学年で数値を下げているものが多いが，学級の実態によるところ

が大きいと考える。 
分析を踏まえた取組の改善
・「確かな学力」を育成するには，日々の授業の充実が急務であるが，「子どもたちとの信頼関係づ

くり」が「質の高い授業」を支える大切な要素であるととらえ，「日々の授業の充実」と両輪で
進めていく必要性を感じている。 

・４つの「標準装備」が標準化されていない実態もあるので，教職員の意識から高めていきたい。
重点目標の達成状況，次年度の課題
・キャリア教育については校内研究の取組を通して一定の進展が見られた。 
・「スッキリ」「バッチリ」が生まれる授業が十分達成できているとはいえないので，日々の授業の

充実を目指して，学校体制で取組を進めていく。 
学
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・子どもたちが学校で過ごす時間の大半は授業であり，授業が面白くなければ学校自体が面白くな

くなることも考えられる。逆に言えば，授業が面白くなれば，学校が面白くなり，・・・という
好循環が生まれてくると思うので，まずは授業づくりに全力であたってもらいたい。 

・学校や先生だけに任せきりになりがちなので，何らかの形で協力していきたい。遠慮なく言って
もらいたい。 

52



（２）「豊かな心」の育成に向けて 
重点目標「豊かな人間関係」～「自分も人も大切な存在」「進んで役割を果たす」つながる友だち～

具体的な取組
・縦割りを生かした「縦割り給食」「縦割りそうじ」等，ピア・サポートの取組をさらに推進し，子ど

もたちの自己有用感を育む。
・七条中エリアの取組（あいさつ運動・夏休み自由研究展交流・小中縦割り交流・おそうじし隊）の事

前・事後の学習，ふり返りをより充実させ，自己有用感の育成を促す。
・「特別の教科 道徳」の指導では，発問，特に中心発問をみがき，迫りたい価値に確実に迫る授業を
行う。 

・人権教育の全体計画に基づいて体系的な人権教育の取組を進める。「こころの日」では，毎月１回，
今日的な課題を取上げ，全学級で同じテーマの授業を行っている。今年度は「いじめをしない・させ
ない・許さない」をテーマに，全校一斉公開授業参観を行う。 

・「よりよく判断」し，「主体的」に行動する子を育てるためには，その土台となる「自主性」の育成が
不可欠であるととらえ，学校における様々な規律を明確に示したうえで，学校全体で温度差のない指
導を行い，徹底を図る。

・七条中エリア共通の規範，規律，マナー等を浸透させ，「地域の子は地域で育てる」「義務教育９年間
の学びと育ちを保障する」自覚を高める。 

・清潔感や落ち着き，安心・安全が息づく学校環境・学習環境の充実を図る。 
（取組結果を検証する）各種指標
・大きな行事前後に行う子どもたちの「ふりかえり」（キャリアノート）の点検結果。 
・「道徳ノート」の記述内容の点検結果。 
・「こころの日」のワークシートの記述内容の点検結果。 
・児童及び保護者アンケートの結果。 
  該当項目  ⑰「いじめはしない！させない！許さない！」の気持ちで，友だちを大切にしていますか。（児）
       ⑱ わがままや自分勝手をせず，友だちのことを考えていますか。（児） 
       ⑲ 安心して話したり遊んだりできる友だちがいますか。（児） 
       ⑳ わけへだてなく，友だちを大切にしていますか。（児） 

 「日本一のあいさつ」で，自分も人も幸せな気持ちになっていますか。（児） 
 たてわり活動で，他の学年の友だちとも仲良くなりましたか。（児） 
 「七条中エリア」の子を心がけていますか。（児） 

       ⑥ 本校が，つねに「社会で許されないことは，学校でも許されない」という毅然とした姿勢で指導にあ
たっていること（保） 

⑦ 本校が，「いじめはしない！させない！許さない！」立場を明確に示し，児童の人間関係づくりに取 
り組んでいること（保） 

       ⑩ 本校が，学校全体で人権教育・道徳教育に取り組んでいること（保） 
⑫ 本校が，「日本一のあいさつ」をスローガンに，あいさつの習慣化に取り組んでいること（保）

中間評価 
各種指標結果
・児童アンケートの結果 
  → ⑰～⑳の友達関係の項目は，「プラス評価」がほぼ全て９割を上回った。 
  →  「プラス評価」：（高）８３．３％ （中）８５．８％ （低）８９．４％ 
  →  「プラス評価」：（高）７２．０％ （中）９２．１％ （低）８８．８％ 
・保護者アンケートの結果 
  → ⑥「プラス評価」：（重要度）９９．２％ （実現度）８３．４％ 
  → ⑦「プラス評価」：（重要度）９９．５％ （実現度）７９．０％ 
  → ⑩「プラス評価」：（重要度）９７．４％ （実現度）８４．２％
自
己
評
価

分析（成果と課題）
・「キャリアノート」は，ファイルや表紙を作成し，本格的に始動した。子どもたちはふりかえっ 
たことをしっかりと記録し，ファイルに残している。内容については今後検証していく必要があ
るが，長いスパンの取組なので，じっくり検討したい。 

・「友達関係」についての数値はここ数年高くなっているが，取組の積み上げの成果と考えたい。 
・「たてわり活動」について，年々取組が充実してきたが，今年度も新たな活動が加わっており， 
全学年での高い数値につながったと考えられる。 

・「日本一のあいさつ」では，高学年のみ落ち込んでいる。毎年同じような傾向が見られるが，高 
学年のリーダーシップに期待したい。 

・保護者アンケートの「いじめ」に関する２項目は，「重要度」が高い。「実現度」において，⑥「毅
然とした態度での指導」の評価に対して，⑦「児童の人間関係づくり」は落ち込んでいる。「子 
どもたち同士の人間関係づくり」を進めてほしい，という願いであるととらえたい。 

分析を踏まえた取組の改善
・２学期は大きな行事もあり，子どもたち同士のつながりを深める機会がある。ねらいやめあてを

しっかり提示するとともに，適切なふりかえりを行うことで，友だちや仲間とのつながりに目を
向け，実感できるような働きかけを行う。 

・「たてわり活動」もマンネリ化しないよう，子どもたちの「自主性」や「主体性」を刺激し，子
どもたちの声をとり入れつつ，満足感を高められるようにする。 

・大きな行事や「たてわり活動」を活用し，高学年児童のリーダーシップを刺激し，「日本一のあ
いさつ」の実現につなげたい。 

・「いじめ」に関する取組については，予防的な生徒指導という意味でも，上記のような取組を通
して子どもたち同士の人間関係づくりに努めていきたい。 

・１２月の「こころの日参観」において，今年度は「いじめ防止教育」をテーマとし，本校の取組
を発信するとともに，保護者に共に考えてもらう機会としたい。 
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（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
※ こちらも，敢えて前回と同じ指標で検証し，変容について分析を加えていきたい。 

学
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・運動会や夢舞台など，大きな行事は毎年楽しみにしている。子どもたちの活躍が見られてうれし

い。内容を精選しながら進めてほしい。 
・昔に比べてたてのつながりが弱くなっている。特に本校は集団登校もないので，学校でつながる

こと機会があるのはうれしい。 

最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
・児童アンケートの結果 
  → ⑰～⑳の友達関係の項目は，「プラス評価」がほぼ全て９割を上回った。 
  →  「プラス評価」：（高）７２．７％ （中）８４．３％ （低）８５．０％ 
  →  「プラス評価」：（高）４９．２％ （中）９５．３％ （低）９１．９％ 
・保護者アンケートの結果 
  → ⑥「プラス評価」：（重要度）９９．７％ （実現度）７８．３％ 
  → ⑦「プラス評価」：（重要度）１００％ （実現度）７５．５％ 
  → ⑩「プラス評価」：（重要度）９７．８％ （実現度）８６．９％
自
己
評
価

分析（成果と課題）
・「友達関係」や「たてわり活動」に関する項目は，比較的高い水準を維持している。「たてわり活

動」は，これまでの取組の積み重ねが実を結び，新たな取組もうまくいっているととらえたい。
・「友達関係」について良好な数字が並ぶが，実際の子どもたちの姿からは心からつながり合えて
いるとは考えにくい様子も見て取れる。 

・高学年の「あいさつ」に関する数値が大幅に下がっている。 
分析を踏まえた取組の改善
・これまで道徳教育で培った蓄積を生かし，道徳教育・人権教育に重点をあてて取り組んでいく。
本校のよき伝統である「こころの日」の取組を，子どもの実態に合わせて内容や取り組み方を改
善していく。 

・「あいさつ」に関しては，子どもたち，特に高学年児童から刺激していきたい。そのために児童
会を中心に動くことをうながしていく。 

重点目標の達成状況，次年度の課題
・本校児童の課題として，「他者」や「他者の気持ち」に目を向けることができなかったり，避け
ようとしたりする子が多いことが明らかになった。 

・「他者」にもっと目を向けられるよう，「進んで役割を果たす」ことができるような子の育成に力
を入れていきたい。 

学
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・「あいさつ」はやはり大切にしたい。以前よりずい分あいさつできる子が増えたように思うが，
確かに高学年は目立たない。仕方ない部分はあると思うが，それでもがんばる姿を見せてほしい。

・「あいさつしてよかった。」と思える経験を積み重ねることが大切ではないか。それが次につなが
るはず。 

（３）「健やかな体」の育成に向けて 
重点目標
「ゆたかな子ども時代」～「夢中になる」「自然と笑顔が生まれる」つながる遊び」 
具体的な取組
・毎週火曜日の「ロング昼休み」を維持し，子どもが思い切り遊べる時間を保障するとともに，児童会

活動・縦割り活動の活性化を図る。 
・「薬物乱用防止教育」・「情報モラル教育」を全学年で同一時間に実施，授業参観も行い児童・保護者

双方を啓発する機会とする。 
・朝の帯時間を活用した全校統一の保健指導（ほけんの日）・安全指導（安全の日）の実施により全学

級において指導しきる。 
・適切な判断と行動のできる子ども・教職員を育成するために，教職員一人一人の危機管理意識向上を

めざす研修・訓練を積極的に展開したり，さまざまな想定の下で避難訓練を実施したりする。 
（取組結果を検証する）各種指標
・「薬物乱用防止教育」や「情報モラル教育」の参観授業での子どものワークシートの記述内容点検結果と保

護者アンケートの結果と内容。 
・児童及び保護者アンケートの結果。 
  該当項目   休み時間には，友だちといっしょにたくさん遊んでいますか。（児） 

お天気の日には，すすんで外遊びをしていますか。（児） 
「ほけんの日」や「安全の日」に学習したことを生かして，命を大切にしていますか。（児） 
パソコンやゲーム，携帯電話やスマートフォン・タブレット等を使うときは，おうちの人 
と決めた約束を絶対に守っていますか。（児） 

       ⑪本校が，生命を守り，健全な心身を育むために，防災・防犯・安全教育や薬物乱用防止教 
育，情報モラル教育，保健指導に取り組んでいること（保）

中間評価 
各種指標結果
・児童アンケートの結果。 
・保護者アンケートの結果 
  → ⑪「プラス評価」：（重要度）９９・０％ （実現度）８８．１％ 
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※ 当初指標には上げていなかったが，「新・体力テスト」の結果，全学年・全種目で平均値を下回っ
た。 

自
己
評
価

分析（成果と課題）
・外遊びをする子は多く「ロング昼休み」も定着しているが，外で遊ぶ子がほぼ決まっている。 
・毎月の「ほけんの日」「安全の日」は定着し，子どもも教職員も保健・安全に対する意識の高ま
りが見られる。いかに行動につなげていくかが今後の課題である。 

・細部に至るまで想定した避難訓練や安全・危機管理研修，プール安全研修を通して，教職員の危
機管理意識も確実に高まっている。 

分析を踏まえた取組の改善
・子どもの気持ちを大切にしつつ，「みんな遊び」の機会を増やしたり，担任が積極的に一緒に外
に出たりするなど，普段あまり外遊びをしない子どもたちが体を動かす機会の充実を図る。 

・子どもたちが運動を好きになるような体育科授業充実に向けた教職員研修の実施。 
・子どもたちの基礎体力向上のための全校体育の実施。（業間マラソンなど） 
（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
・「薬物乱用防止教育」や「いじめ防止教育」の参観授業での子どものワークシートの記述内容点
検結果と保護者アンケートの結果と内容。 

・保護者アンケートの結果。 
   ⑪ 本校が，生命を守り，健全な心身を育むために，防災・防犯・安全教育や薬物乱用防止

教育，情報モラル教育，保健指導に取り組んでいること（保） 
学
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・「体力テスト」の結果には驚いたが，地域的にも仕方ない部分はあると思う。 
・地域も，ソフトボール教室のように，子どもたちが楽しみながら体を動かせる取組でお手伝いし

たいと思う。 

最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
・ 児童アンケートの結果。 
・ 保護者アンケートの結果 
  → ⑪「プラス評価」：（重要度）９９・４％ （実現度）８８．９％ 
自
己
評
価

分析（成果と課題）
・高学年がずい分減っているが，子どもたちの様子を見ていると，数字ほど少なくないように感じ

る。冬の時期のアンケートということも影響していると考える。 
・「日曜参観」や「こころの日参観」での保護者啓発を兼ねた授業は，保護者の評価もあり，有効
に働いている。参観の人数も多い。 

・教職員の訓練は，あらゆる事態を想定し，真剣に取り組むことで危機管理意識が高まっている。
・子どもの避難訓練では，真剣さが足りない児童も見られ，指導が必要である。 
分析を踏まえた取組の改善
・授業を通して保護者の啓発をうながす取組は今後も続けていきたい。学校体制で授業内容を検討

することで，よりよい授業が構築でき，教員の指導力向上にもつなげることができる。 
・子どもたちの「避難訓練」も見直しが必要で，事前の予告なしで行う訓練で，自分たちで考え，
動ける力をつけていきたい。 

重点目標の達成状況，次年度の課題
・目標達成に向けて少しずつではあるが進捗していると感じられるので，取組の方向性は維持しな

がら，上記のような改善を加えながらさらに取組の向上を図りたい。 
学
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・今年も地震や台風など，大きな自然災害があったので，訓練の大切さを実感している。子どもた

ちにもくり返し大切さを伝えていってほしい。 

（４）学校独自の取組 
重点目標
◆「豊かな心」を育む小中一貫教育の推進 ～「規範意識」「自立・自律の心」「自己有用感」～

具体的な取組
・上記の目標やめざす子ども像，教職員像を教職員が常に意識し，「地域の子は地域で育てる」「義務教

育９年間の学びと育ちを保障する」という自覚を高める。 
・エリア４校共通の規範，規律，マナー，宣言等を徹底，浸透させる。 
・児童・生徒共通の学習規律『七条中エリアの子』を全教室に掲示する。 
・エリア４校児童・生徒の宣言『七条中エリア 子どもの本気』の実践に向け，児童会が中心となって

具体的な取組を考える。 
・教職員が授業交流に参加しやすい体制作りを進めるとともに，他校の取組の意義や視点を共通理解の

うえで参加できるようにする。 
・エリアの合同行事においては，「キャリア」の視点も含めて，事前・事後学習，ふりかえりを丁寧に

行い，「つながり」を意識させる。「キャリアノート」を使ってキャリア発達や自己有用感につなげる。
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（取組結果を検証する）各種指標
・小中合同行事前後に行う子どもたちの「ふりかえり」（キャリアノート）の点検結果。 
・授業交流や合同研修会後の教職員レポートなどの記述内容。 
・児童及び保護者アンケートの結果。 

該当項目 ⑬七条中エリア４校が，児童・生徒主体の学習・授業をめざしていること（自立・自律の心を
育てるために）（保） 

       ⑭七条中エリア４校が，「あいさつ運動」等の交流を通して児童・生徒のつながりを築こうと
していること（自己有用感を育てるために）（保） 

        ⑮七条中エリア４校が，児童会・生徒会による主体的な取組を促していること（規範意識を育
てるために）（保） 

⑯七条中エリア４校が，「子どもの本気・大人の本気」等共通の目標を掲げて，地域と共に子
どもの学びと育ちに取り組んでいること（保）

中間評価 
各種指標結果
・ 保護者アンケートの結果。 
  → ⑬「プラス評価」：（重要度）９６．１％ （実現度）８３．６％ 
  → ⑭「プラス評価」：（重要度）９５．１％ （実現度）７８．６％ 
  → ⑮「プラス評価」：（重要度）９５．６％ （実現度）７５．８％ 
  → ⑯「プラス評価」：（重要度）９５．３％ （実現度）７６．４％
自
己
評
価

分析（成果と課題）
・小中連携に取り組む組織を整理したことで，担当の教職員と取組の内容が明確になり，小中それ

ぞれの教職員の動きが活性化した。 
・合同行事を精選し，早い段階から年間行事に位置づけることで教職員が見通しを持ち易くなった。
・教職員が見通しをもつことで，子どもたちに対して適切な意識づけや指導が行えるため，子ども

たちが意欲的に参加できるようになってきた。 
・発信できる内容も充実してきたため，保護者にとっても小中一貫の取組が見えやすくなっており，

「実現度」の上昇につながっていると思われる。 
・教職員には人事異動があるため，毎年共通理解を図ることから始める必要がある。４月当初に合

同研修を行ったが，共通理解が十分とは言えなかった。 
分析を踏まえた取組の改善
・今後も小中合同行事を予定しているが，予定が明確なため，よりよい取組になるよう実施方法や

事前・事後の学習を充実させていく。 
・子どもたちのいきいきした活動を積極的に発信し，保護者の理解につなげていきたい。 
・担当の教職員同士の連絡が密になれば，取組が充実すると考える。また，担当者だけでなく，管

理職や教務主任を中心に，学校全体で教職員の共通理解を促す必要がある。 
（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
※ こちらも，敢えて前回と同じ指標で検証し，変容について分析を加えていきたい。 

学
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・小中連携の取組がどんどん活発になっているように感じる。 
・（小中の取組）は，どうしても見えにくいところもあるので，どんどん発信することが大切だと
思う。 

最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
・ 保護者アンケートの結果。 
  → ⑬「プラス評価」：（重要度）９６．９％ （実現度）８０．５％ 
  → ⑭「プラス評価」：（重要度）９７．５％ （実現度）８３．０％ 
  → ⑮「プラス評価」：（重要度）９６．７％ （実現度）７９．７％ 
  → ⑯「プラス評価」：（重要度）９６．４％ （実現度）７６．３％
自
己
評
価

分析（成果と課題）
・今年度は，小中の合同行事をしぼり，年間計画に位置付けることで，見通しをもちながら，つな

がりを意識して取り組むことができた。 
・組織の整理がうまくいき，各セクションが自立して取り組むことができた。 
・教職員間の共通理解が不十分でばらつきが出るとともに，多忙感や負担感が増してしまった。 
分析を踏まえた取組の改善
・さらに行事を精選，組織もスリム化を図り，共通理解と共通実践を図る。 
・合同研修会の内容を見直し，目標や意識の統一化をめざしていく。 
・小学生や中学生の声や感想を交流しあい，子どもたち同士が「交流してよかった。」と思えるよ 
うにしたい。 
重点目標の達成状況，次年度の課題
・重点目標として定着し，組織も動き出したので，これを維持しながら取組を進めていく。 

学
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・「おそうじし隊」はダイナミックな取組なので，もっともっとよりよいものにしたらいいと思う。

せっかく清掃活動で地域に出るので，地域とのタイアップも考えてみたらどうか。 
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10 

11 

12 

・学校経営理念及び学校教育目標の掲示 

・組織決定

・教育指導計画の作成 

・学校評価委員会 評価項目の検討 

・第 1回保護者アンケートの実施 
       （休日参観） 

・前期学校評価アンケートの実施 
   生徒・保護者・教職員 

・自己評価の実施 
 各分掌、各学年、各教科の結果分析 
 教育活動後半に向けての改善策 

・第 2回保護者アンケートの実施 
  （文化の部・体育の部） 

・後期学校評価アンケートの実施 
   生徒・保護者・教職員 

・自己評価の実施 
 各分掌、各学年、各教科の結果分析 
 次年度に向けての改善策 

・学校評価委員会 
  評価項目の検討 
  次年度取組の方向性など検討 

・次年度の方針の共通理解 

・第 1回学校運営協議会 
 学校教育方針の説明 

・第 2 回学校運営協議会に 
よる評価の実施 

 （学校関係者評価） 

・第 3回学校運営協議会に 
 より評価の実施 
 （学校関係者評価） 
 次年度方針の説明 

・学校経営理念、学校教育
目標（学校だより） 

・学校評価年間計画の公表 
 （HP） 

・前期評価の分析、結果、 
 改善策の公表 
 （学校だより・HP等） 

・年間評価の分析、改善策 
 の公表 
 （学校だより・HP等） 

年
間
評
価

中
間
評
価

     平成 30年度 学校評価年間計画     七条中学校
学校評価のねらい 

学校が適切な説明責任を果たすと共に、学校教育目標達成のために保護者・地域住民の皆様からの理解と参画を得て、

学校・家庭・地域の連携協力による学校づくりを推進する。 

4

5

7

8

9

1

2

3

6

評価の検討と実施 学校運営協議会 
学校評議員の会 

公表の時期と方法 
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（様式１）

七条中学校の学校評価について 

１ 評価のねらい 

・学校教育目標の達成に向けて、現状を把握すると共に、教育活動の検証を行う。 

・学校が適切な説明責任を果たすと共に、学校教育目標達成のために保護者や地域住民

からの理解と参画を得て、学校・家庭・地域の連携協力による学校づくりを推進する。 

２ 重点評価項目 

・「確かな学力」の育成・・学校が、わかる・楽しい授業をめざしていること 

・「豊かな心」の育成・・エリア４校が連携して社会性育成に取り組んでいること 

・「健やかな体」の育成・・学校が薬物乱用防止教室などに積極的に取り組んでいること 

・「地域と共にある学校づくり」の推進・・学校と家庭が、社会に関心のある子どもの育

成に取り組んでいること 

３ 評価手法 

 ・学校評価のためのアンケート（生徒・保護者・教職員） 

・学校行事（日曜参観・体育祭・文化祭・など）の保護者参観アンケート 

 ・学習確認プログラム・全国学力学習状況調査等の結果 

・社会性変容調査 

上記の調査・アンケートの結果を、教科会・教科主任会・生徒指導部会・学年会で分析

し、「学校評価係（管理職・家庭教育主任・学習指導部長・生徒指導主任）」が集約する。 

４ アンケート結果等による分析 

（１） 「確かな学力」の育成について 

生徒の「授業中友達と話し合う場面があること」・教職員の「発問を磨き，協働が発生

する授業を心がけていること」の重要度，実現度が高くなった。対話的・協働的に学ぶ

時間が増えていることが考えられる。一方で、生徒の「家庭で 1時間以上学習すること」・

教職員の「家庭学習課題を定期的に出すとともに，点検・評価で生徒の学習意欲を引き

出すこと」が低くなった。授業だけでなく、家庭学習の充実に向けた取組を見直す必要

がある。 

（２） 「地域と共にある学校づくり」の推進について 

「地域ボランティアに参加する」の実現度が低い。保護者アンケートからは、保護者

が子どもを地域行事に参加させることを重要だと考えていないことがわかる。このよう

な地域・家庭の実態が「社会で起こっている出来事への関心の薄さ」や「自己有用感の

低さ」につながっていると分析する。学校が地域と子どもを繋いでいく必要がある。 

５ 自己評価 

  ・学校評価実施報告書を参考 
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（様式１）

６ 学校関係者評価 

・学校評価実施報告書を参考 

７ 総括・次年度に向けた課題等 

・各種アンケートや調査の分析を行い、結果を教職員や保護者・地域と共有するまでは

適切に運用しているが、結果を基に地域や保護者と解決策や改善策を考え実践すると

ころはまだ不十分である。 

・「豊かな心」については、エリア４校で共に実施している社会性変容調査の結果を、エ

リア全体で共有し、次年度の活動計画に活かすことが出来た。しかし、その他のアン

ケートや、学力調査の結果に関しては、エリア全体で十分に共有・活用できていない。

特に「確かな学力」の育成に関して、エリア４校で学校評価を活用していきたい。 

・今後、教職員アンケートの分析に力を入れ、教職員の意識や実態を的確に把握し、内

部資源の最大限の活用を図りたい。 
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平成３０年度 学校評価実施報告書 

学校名（ 七条中 学校） 

教育目標 自主・自律・創造（クリエイティブ）」 

～社会や人とのつながりの中で，自らを律し主体的に学び，たくましく未来を創造する生徒の育成～ 

年度末の最終評価

自
己
評
価

教育目標の達成状況，次年度に向けた見直し
与えられた行事の中で精一杯取り組むことはでき，創造する力も成長を感じるが，自ら判断し・

決定し・実行する力や主体的に取り組むことについては課題が残った。小中連携や地域行事に積極
的に参加するなど，社会や人とつながることができた。教職員アンケートからも「生徒が自ら判断
し決定し実行する仕掛けを行うこと」の数値が，重要度が高いのに対し実現度が低い状況となって
いる。主体的に取り組む必要性は認識していながら，実際には取組がうまく機能していないことが
わかる。生徒会活動や授業改善を中心に，生徒につけたい力を見直し，様々な取組を通じて主体的
に取り組む力を養うこと，成長を実感させるよう学校全体で取り組んでいきたい。 

学
校
関
係
者
評
価

学校関係者による意見・支援策
先生方は一生懸命に取り組んでおられるが，もう少しメリハリのある指導が必要だとも感じてい

る。また，落ち着いた学校になってきた反面，活気が少なくなっているのも気になるところだが，
校歌を大きな声で歌っている生徒の姿を見ると，学校が楽しい・学校に誇りを持っていることも伝
わってくる。社会とつながる機会も行事の中でたくさんあるので，もっと主体的にあいさつができ
れば，未来を切り拓く力が培われるのではないか。われわれ大人もあいさつをしたり，家庭ででき
ることを協力していきたい。 

学校関係者評価の評価日・評価者 
評価日 評価者

中間評価 平成 30 年 10 月 24 日 学校運営協議会理事会
最終評価 平成 31 年 2 月 26 日 学校運営協議会理事会

（１）「確かな学力」の育成に向けて 『学力向上プラン』 
重点目標
主体的・対話的で深い学び（アクティブ・ラーニング）を実現させる授業を通して，「学びに向かう力」
「基礎的な学力」と「汎用的（活用型）な学力」のバランスの取れた学力を育成する。 
具体的な取組
・授業における「主体的・対話的で深い学び」の実現を図り，思考力・判断力・表現力育成のために 

授業研究および研修を推進する。（教科会を中心に組織的に取り組む。） 
・外部講師の招へいやＩＣＴ機器の活用を積極的に進め，外部情報を活用した，わかる授業・魅力ある

授業づくりを推進する。  
・個に応じた指導を心がけ，生徒一人一人の力を着実に伸ばす。 
・「学習確認プログラム」等の結果をもとに生徒の学力の実態を分析し，指導計画の工夫・改善を心が

け，生徒が自ら学ぶ姿勢を培う。 
・「総合的な学習の時間」のねらいを明確にし，３ヵ年を見通したカリキュラムに沿って指導する。 
・キャリア教育の視点に立ち，道徳や進路指導とともに自らの在り方や生き方への真摯で深い思考力や

行動力を培う指導を行う。 
・課外学習を充実させ，個に応じた教材や指導システムを開発する。 
・家庭学習の充実をねらい，生徒の「やる気」を起こさせる課題の開発を行う。 
・読書指導（朝読書の充実）・図書館教育の一層の充実（図書室を利用した授業）を図る。 
・小学校と連携して「授業規律・学習規律」の定着と学力向上に取り組む。 
（取組結果を検証する）各種指標
・学習確認プログラム等の結果。 
・生徒及び保護者アンケートの結果。 
 該当項目 ① 中学校の勉強がよく分かること（生） 

② 授業の中で，友達と話し合う場面があること（生） 
③ 皆の前で自分の考えを発表したり，書いて伝えたりすることができること（生） 
④ 子どもが家庭で読書をすること（保） 
⑤ 学校が，授業と家庭学習をつなげて学力を高めようとし，家庭もその環境づくりに協

力すること（保） 
⑥ 集団の前で，自分の考えを発表したり，書いて伝えたりすることができること。（生）
⑦ 授業と家庭学習をつなげて学力を高めようとしていること。（保） 

・授業参観，学級懇談会，個人懇談の際の保護者の意見。 
中間評価 
各種指標結果
＜学習確認プログラム等の結果＞（数値略，↑は前回比） 
1 年ジョイントプログラム 総合↑ 国 ↑ 数↓
2 年学習確認プログラム  総合→ 国 ↓ 社↓ 数↓ 理↓ 英↓
3 年学習確認プログラム  総合↑ 国 ↑ 社↑ 数↑ 理↑ 英↑ 

＜生徒及び保護者アンケートの結果＞ 
・中学校の勉強がよく分かること             
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3 年 重要度６．７／７ 実現度４．６／７ 2年 重要度６．８／７ 実現度４．２／７
1年 重要度６．７／７ 実現度４．６／７ 

・授業の中で，友達と話し合う場面があること      
3 年 重要度６．２／７ 実現度４．９／７  2 年 重要度６．３／７ 実現度４．９／７ 
1 年 重要度５．７／７ 実現度５．１／７ 

・皆の前で自分の考えを発表したり，書いて伝えたりすることができること  
3 年 重要度６．１／７ 実現度４．２／７  2 年 重要度６．１／７ 実現度３．５／７ 
1 年 重要度６．１／７ 実現度３．６／７ 

・子どもが家庭で読書をすること                
3 年 重要度５．３／７ 実現度３．６／７  2 年 重要度５．０／７ 実現度３．０／７ 
1 年 重要度５．１／７ 実現度３．９／７ 

・学校が，授業と家庭学習をつなげて学力を高めようとし，家庭もその環境づくりに協力すること 
3 年 重要度６．２／７ 実現度４．５／７  2 年 重要度６．１／７ 実現度３．８／７ 
1 年 重要度６．２／７ 実現度４．３／７ 

・保護者の意見                            
家庭学習をもっと促してほしい。話し合いの授業が小中連携して多く，しっかり見てもらえている。

自
己
評
価

分析（成果と課題）
・アクティブ・ラーニングの授業が定着しつつあり，話し合い活動や学び合い活動の場面が増えた
ことで，わかりやすい授業が行われている。 
・主体的に自分の意見を発表したり，伝えたりすることが分かっていてできていない。読書につい
ては生徒だけでなく保護者のアンケートでも重要度が低かった。家庭での読書習慣や自主学習の定
着に向け，働きかけが必要である。 
分析を踏まえた取組の改善
・学習確認プログラムは普段の授業の積み重ねの結果であるため，学年によって差があることを踏
まえて授業を改善していく。具体的には公開授業や研究発表を行い，授業力向上のポイントを共
有・実践していくことや，教科会を通して学校全体で教科の授業改善を行っていく。  
・家庭学習の定着については，教科によって週末課題を設定して自主学習を促す取組を継続し，学
校全体で定着させていく。 
（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
学習確認プログラムの数値を前回よりも各教科 1ポイント上昇 
アンケート数値の実現度を 1ポイント上昇 

学
校
関
係
者
評
価

学校関係者による意見・支援策
・学年によってジョイントプログラムなどの結果の伸びにばらつきがあるのが気になる。ここ数年
の傾向のように，最終的には上昇することを期待している。 
・小中連携で授業の研究も進み，小中学校の がりが深くなってきていることを感じている。 
・行事や授業を直接見る機会があったり，ボランティアとして協力したりすることで，直接，子ど

もの様子がわかるので，これからも参加・協力していきたい。 

最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
＜学習確認プログラム等の結果＞（数値略，↑は前回比） 
1 年学習確認プログラム 総合↑ 国↑ 社↑ 数↑ 理↑ 英→
2 年学習確認プログラム 総合↑ 国↑ 社↑ 数↑ 理↓ 英↑ 
3 年学習確認プログラム 総合↓ 国↑ 社↓ 数↑ 理→ 英↓

＜生徒及び保護者アンケートの結果＞ 
・中学校の勉強がよく分かること             
3 年 重要度６．７／７→ 実現度４．５／７↓ 2 年 重要度６．７／７↓ 実現度４．３／７↑ 
1 年 重要度６．７／７→ 実現度４．３／７↓

・授業の中で，友達と話し合う場面があること         
3 年 重要度６．０／７↓ 実現度５．１／７↑ 2 年 重要度５．９／７↓ 実現度５．０／７↑ 
1 年 重要度５．６／７↓ 実現度５．２／７↑ 

・皆の前で自分の考えを発表したり，書いて伝えたりすることができること  
3 年 重要度６．０／７↑ 実現度３．７／７↓ 2 年 重要度５．９／７↓ 実現度３．５／７→
1 年 重要度５．９／７↓ 実現度３．５／７↓

・子どもが家庭で読書をすること                
3 年 重要度５．１／７↓ 実現度３．６／７→ 2 年 重要度５．０／７→ 実現度３．３／７↑ 
1 年 重要度５．２／７↑ 実現度３．６／７↓

・学校が，授業と家庭学習をつなげて学力を高めようとし，家庭もその環境づくりに協力すること 
3 年 重要度６．１／７↓ 実現度４．２／７↓ 2 年 重要度５．９／７↓ 実現度３．８／７→
1 年 重要度６．０／７↓ 実現度３．７／７↓

自
己
評
価

分析（成果と課題）
・学習確認プログラムの結果から，各学年とも授業改善が成果として表れた部分がある（数値略）。
・アンケートの数値からは「友達と話し合う場面がある」の実現度が少し上昇している。 
・教科会を中心に授業改善を進めているが，教科全体で伸びた部分はまだ成果として現れていない。
また，学年でも教科によって成績の差があり，全体を伸ばしていくための工夫が必要である。 
・アンケートの数値も「中学校の勉強がよく分かること」の実現度が下がっている点を真摯に受け
とめ，来年度の研究に繋げていく必要がある。 
・家庭学習の定着に向けて，宿題の在り方についても改善する必要がある。 
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分析を踏まえた取組の改善
・学習確認プログラムの結果を踏まえて，教科によっての差を埋めるため，成績が良かった教科の
取組を公開して共有し，学年・学校全体がレベルアップできるように取り組む。 
・家庭学習の定着に向けては，宿題や評価基準の設定，保護者への呼びかけ等，自主学習を確立で
きるように学校全体で取り組む。 
重点目標の達成状況，次年度の課題
・主体的・対話的で深い学びを実現させる授業のスタイルは浸透してきているが，教科会を中心に
授業を構成・構築していくことが必要である。「基礎的な学力」と「汎用的な学力」のバランスの
とれた学力の育成について，授業だけでなく，総合や家庭学習を活用して全体的に学力を育成でき
ているかと言えば，まだまだ発展途上である。本校では，教科会を中心に授業を活性化させ，バラ
ンスよく学力を高めていく方向で研究を進めており，次年度も引き続き授業改善と学力向上をテー
マに取組，学力を伸長させていきたい。 

学
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
七条中学校を卒業した生徒が，「七条中学校の授業は難しかったけど高校で役に立った」ことや，

「他校の生徒が難色を示す問題があった時に問題を解くことができた」と話していることから，授
業のレベルは高いのではないかと考えている。引き続き学校全体での授業改善の取組を期待してい
る。 

（２）「豊かな心」の育成に向けて 
重点目標
・道徳教育の充実：小中一貫のテーマ『「規範意識の高まり」と「自立・自律の心」「自己有用感」を育

む』新学習指導要領の趣旨・内容に対する正しい理解を共有し，具体的実践を展開する。評価の試行
を行う。 

・人権教育の充実：学校教育のあらゆる場面で「命を大切にし人権を尊重する心」を育む。人権学習プ
ログラムの充実を図る。 

・自己有用感の育成： 小学校や地域と協働し，教育課程の中で全ての子どもの自己有用感を育む予防
的生徒指導に取り組む。 
具体的な取組
・道徳教育推進教師を中心に道徳指導体制を充実させ，すべての教職員が道徳授業の開発にかかわり発

達段階に応じて指導内容を厳選していく。また，研究授業や研究協議の機会を多く設定し，重点的に
研究を進める。 

・小学校と連携し，９年間を見通した系統的な人権学習を推進する。 
・学校生活において，生徒自身の集団生活における規律や規範意識，礼儀，礼節を高めることを目的と

した生徒会活動を推進する。 
・生徒会活動や学級活動等における話し合い活動を通して自主・自律・自治の力を高め，行事の企画や

運営・参画を通じて学校や学級への所属意識を高める。 
・望ましい人間関係づくりの場を意図的に提供することで，すべての生徒の自己有用感を育み，予防教

育的生徒指導を推進する。 
・LD 等支援の必要な生徒や不登校生徒とその保護者への組織的な働きかけを行うとともに，総合育成支

援教育の観点からも幅広く対応する。 
・キャリア教育の視点で教育活動全般をつなぎキャリア発達の充実を図るための研修会を開催する。 
（取組結果を検証する）各種指標
・児童及び保護者アンケートの結果。 
① ルールを守り，マナーを心がけること。（生） 
② 自ら進んで気持ちのよい挨拶をすること。（生） 
③ 七条中ブロック４校が連携して，人の役に立つ活動を通じて自己有用感を育む教育を大切にしてい

ること。（保） 
・４校の社会性変容調査の結果。（生） 

中間評価 
各種指標結果
＜児童及び保護者アンケート＞ 
・ルールを守り，マナーを心がけること                 
3 年 重要度６．５／７ 実現度５．５／７ 2年 重要度６．６／７ 実現度５．０／７ 
1 年 重要度６．５／７ 実現度５．２／７ 

・自ら進んで気持ちのよい挨拶をすること                
3 年 重要度６．３／７ 実現度５．３／７ 2年 重要度６．４／７ 実現度４．９／７ 
1 年 重要度６．２／７ 実現度５．０／７ 

・七条中ブロック４校が連携して，人の役に立つ活動を通じて自己有用感を育む教育を大切にして  
いること 保護者 重要度６．０／７ 実現度３．２／７ 

＜社会性変容調査＞ 
・「いじめ・暴力」については，５段階中 4.5～4.8でどの学年も意識が高く学年が上るにつれてその意

識は向上している。2年生は前回に比べやや数値が低くなっている。「授業」及び「学校生活」につい
ては，それぞれ「4」，「4.3」とやや高いが，３年間での変動の仕方は学年により異なっている。 

・「自己有用感」の項目は，５段階中「3～3.3」程度と上記 3項目より低い。 
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自
己
評
価

分析（成果と課題）
・ルールを守り，マナーを心がけることの実現度は高くなっており，挨拶運動等で学校，大人，地
域の人への挨拶が浸透してきた。 
・学年により，ルールやマナーを心がけることの実現度がばらついており，気持ちの良い挨拶とな
ると数値が低い。主体的に挨拶ができるように日常の取組で変化を促したい。また，保護者アンケ
ートでは七条ブロックの取組の実現度が低く，小中連携に課題があることが数字に表れている。 
分析を踏まえた取組の改善
・主体的な行動を促すために，あいさつが他人や社会に与える影響を日常や行事，道徳等で提示し
続けていく。小中連携での行事は，児童・生徒にプラスになる点を教職員で共通理解し，エリア全
体でどのような児童・生徒を育てていくかを考えていきたい。取組への負担感を減らし，エリアの
子どものために何ができるかを工夫するようにしていく。 
（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
アンケートの実現度を０．５ポイントアップさせる。 
社会性変容調査では特に自己有用感の数値を少しでも上昇させたい。 

学
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・子どもが明るくなった。登校時，子どもがきちんとした態度で歩いている。 
・地域の行事に中学生が参加して手伝いをしてくれたが，地域のことを大切にする子どもが育って
いくことに繋がると思う。 
・子どもだけでなく，親にも挨拶の重要性を理解してもらうことが必要。保護者や地域に広げてい
けるように協力していきたい。 

最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
＜児童及び保護者アンケート＞ 
・ルールを守り，マナーを心がけること                 
3 年 重要度６．６／７↑ 実現度５．４／７↓ 2 年 重要度６．６／７→ 実現度５．３／７↑ 
1 年 重要度６．６／７↑ 実現度５．２／７→

・自ら進んで気持ちのよい挨拶をすること                
3 年 重要度６．２／７↓ 実現度４．９／７↓ 2 年 重要度６．２／７↓ 実現度４．８／７↓
1 年 重要度６．１／７↓ 実現度４．８／７↓

・七条中ブロック４校が連携して，人の役に立つ活動を通じて自己有用感を育む教育を大切にして 
いること 保護者 重要度６．１／７↑ 実現度４．０／７↑ 

自
己
評
価

分析（成果と課題）
・ルールを守り，マナーを心がけることの重要度が上昇している。保護者アンケートでは，小中連
携が進み，挨拶運動や清掃活動の交流が自己有用感を育む取組について浸透してきている。 
・ルールを守り，マナーを心がけることの実現度は伸び悩んでいる。頭で理解していても，行動に
移せていない部分が見受けられる。「自ら進んで気持ちの良い挨拶をすること」については重要度・
実現度ともにやや下がっているが，「自ら進んで」と設定しているためと考えている。地域全体で
あいさつができることや，主体的にあいさつできる学校をエリア全体で目指していく。 
分析を踏まえた取組の改善
・規範意識の大切さはわかっているが，行動に移しきれないところが課題である。身近な大人が見
本となり，信頼される大人の姿を見せることが重要である。また，生徒が「わかる授業」を目指し
て授業改善を行い，教員が生徒から信頼されることが規範意識の向上にもつながると考える。 
・小中合同会議では人間関係ができれば自然とあいさつができるようになるのではないかとの意見
があった。児童会や生徒会が主体となって人間関係を作る環境づくりをしていく。また，教職員も
小中連携によって人間関係づくりを進めていけるように促していく。 
重点目標の達成状況，次年度の課題
・「道徳教育の充実」については昨年に続き評価の試行ができた。規範意識・自立，自律・自己有
用感を育む取組については課題があるものの一定の取組の効果はあった。数値が下がっている部分
は真摯に受け止め，取組の改善・教職員の意識改善を徹底していく。 
・「人権教育の充実」については，命を大切にする・いじめはゆるさないという視点で人権学活や
教育相談を充実させることができた。次年度はさらに人権学習の時数や時期を確立させていく。 
・「自己有用感の育成」については，あいさつや清掃活動といった小中連携・地域へ出ていく取組
が，誰かの，何かの役に立っているという機会となり，自己有用感の向上につながっている。しか
し，教職員との目的の共有などには不十分さが残ったため，事前準備をしっかり行いたい。 

学
校
関
係
者
評
価

学校関係者による意見・支援策
・学校が落ち着いてきた反面，おとなしくなってきた印象がある。あいさつは家庭教育の部分もあ
るので，各家庭でもあいさつができるように発信していければと思う。 
・児童館や青少年活動センターなどのボランティア活動に中学生が参加してくれるようになった。
地域で活躍する中学生を見ると大人も元気になりとても嬉しい。今後も地域の取組で交流を深めて
いきたい。 
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（３）「健やかな体」の育成に向けて 
重点目標
心身の健康に関心を持ち，生涯にわたって健康を保持増進できる自己管理能力を身につける。 

具体的な取組
＊生活アンケートを実施し，生徒の実態を把握する。 
＊保健指導の時間を確保し，健康教育の充実を図る。 
＊生徒保健安全委員会による啓発活動を行う。 
＊食物アレルギーの研修を行い，緊急時に迅速に対応できるようにしておく。 
＊健康観察により生徒の欠席状態や心身の健康状態について把握し，必要に応じてスクールカウンセラ
ーと連携し早期に対応する。 

＊性教育についての研修を実施し，性教育の内容の充実を図る。 
（取組結果を検証する）各種指標
・児童及び保護者アンケートの結果。 
① 子どもと一緒に食事（朝・夕）をとること（保） 
② 子どもが 8時間程度の睡眠をとること（保）  
③ パソコンやゲーム，携帯電話やスマートフォンなどを使うときは，家の人と決めた約束により使

用すること。（生） 
・生徒会保健安全委員会による啓発活動を行う。 
・食物アレルギーのある子どもの学校生活を安心安全なものにするため，研修の機会を充実させる。 
・健康観察により生徒の欠席状況や心身の健康状態について把握し，必要に応じてスクールカウンセラ

ーと連携し早期に対応する。 
中間評価 
各種指標結果
・子どもと一緒に食事（朝・夕）をとること 保護者 重要度６．４／７ 実現度５．０／７ 
・子どもが 8時間程度の睡眠をとること    保護者 重要度６．０／７ 実現度３．４／７ 
・パソコンやゲーム，携帯電話やスマートフォンなどを使うときは，家の人と決めた約束により使用 
すること        
3 年 重要度５．４／７ 実現度３．５／７  2 年 重要度５．７／７ 実現度３．６／７ 
1 年 重要度５．８／７ 実現度４．１／７ 

自
己
評
価

分析（成果と課題）
・研修会でエピペンの使い方やアナフィラキシーショックについて学習し，生徒への対応を教職員
全体で共有できた。 
・食事を朝夕家族で一緒に摂ることや，睡眠時間の確保について実現度が低い。パソコンやスマホ，
ゲームの使用時間について家庭でルール化し，睡眠や家庭学習の時間を確保できるように呼びかけ
ていきたい。 
分析を踏まえた取組の改善
・「保健だより」等を通じて，睡眠と合わせ基本的な生活習慣の確立，テレビ・ＤＶＤ視聴・スマ
ホ･ゲーム等の使用について発信していく。また，アンケートなどで実態調査を行って結果を分析
し，継続的な指導も行うようにしていく。 
（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
アンケートの実現度を０．５ポイントアップさせる。 

学
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・テレビ・ゲーム･スマホは，家庭の中でのルールが一番肝心であるが，地域でも夜間のパトロー
ルで外出している子どもがいれば声をかけるなど，生活習慣を整えるのに協力したい。 
・子どもたちの授業で実施されている「薬物乱用防止教室」などは，地域も一緒に聞けるといいと
思います。 

最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
・子どもと一緒に食事（朝・夕）をとること  保護者 重要度６．３／７↓ 実現度５．１／７↑ 
・子どもが 8時間程度の睡眠をとること     保護者 重要度６．３／７↑ 実現度３．８／７↑ 
・パソコンやゲーム，携帯電話やスマートフォンなどを使うときは，家の人と決めた約束により使用 
すること        
3 年 重要度５．７／７↑ 実現度３．９／７↑ 2 年 重要度５．７／７→ 実現度３．８／７↑ 
1 年 重要度５．９／７↑ 実現度４．０／７↓

自
己
評
価

分析（成果と課題）
・保健だよりで家庭に健康面について随時発信することができた。また教職員用の保健だよりも発
信し気になることへの周知徹底を行うことができた。 
・各アンケートの実現度は上昇したが，家庭への協力依頼や，基本的な生活習慣の大切さについて，
情報提供を続けていくことが重要だと考える。 
・携帯やスマートフォンの扱いでトラブルが起きやすいので，学校からも注意喚起を続けるととも
に，正しい活用の仕方，正しく活用できる能力を伸ばしていく必要がある。 
分析を踏まえた取組の改善
 携帯やスマートフォンの扱いについて，集会や授業で正しい活用を呼びかけ続けていく。 
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重点目標の達成状況，次年度の課題
睡眠や食事の大切さの実現度の数値は上昇しているので，心身の健康に関心を持つことができた

といえる。しかしながら睡眠を妨げる要素として，携帯やスマートフォンの扱いについては引き続
き家庭との連携が必要である。ちょっとしたことが犯罪につながったり，危険に巻き込まれたりす
ることがあるので，正しい知識を提供して情報の怖さを伝えていきます。 

学 
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
・小学校高学年でほぼ携帯を持っている傾向があります。以前は携帯は禁止だったが，今では認め
る方向に進んでいます。学校も対応の仕方が難しいと思います。学校・保護者・関係機関が連携し
ていく必要がありますね。 
・地域パトロールでは，夜間，外で遊んでいる生徒はほとんどいないのですが，家でゲーム等で遊
んでいるのではないかと心配しています。 

（４）学校独自の取組（「小中一貫教育」における９年間の教育目標と目指す子ども像） 
９年間の教育（重点）目標
「規範意識」「自立・自律の心」「自己有用感」を高め，小中連携を通して校下の児童・生徒の心を育む。

具体的な取組
目指す子ども像（中学校ブロックの小・中学校で共有すること） 
・いのちを大切にし，人権を尊重する心をもつ子 
・他者とともによりよく生きるために，お互いの生き方や価値観の違いを認め合うことができる子 
・自立心，自己有用感，責任感，公共心，公徳心を高めようとする子 
自校の具体的な取組 
・よりよい縦割り活動を実践するための企画・立案。（小中合同挨拶運動，小中合同清掃活動） 
・年４回の小中合同研修会の開催と，それに伴う教職員間の授業交流。 
・中学生による児童の自由研修鑑賞を通じて，異世代の活動を知る。 
・児童会と生徒会とで交流。リーダーの育成と相互理解を図る。 
（取組結果を検証する）各種指標
・小中４校の学校評価共通項目の分析結果。 
・小中合同の取り組んでいる「七条エリアのルールとマナー」の分析結果。 
①児童・生徒が「子どもの本気」を自覚し，実践できるようにしている。（生） 
②機会あるごとに，保護者・地域の大人の方に，「大人の本気」について呼びかけようとしている。（保）

・小中主任会や小中合同の教職員の取組状況。 
・学校からの情報発信状況。 

中間評価 
各種指標結果
・学校評価共通項目の「家庭学習 1H 以上」     
3 年 重要度６．２／７ 実現度４．５／７  2 年 重要度６．１／７ 実現度３．８／７ 
1 年 重要度６．２／７ 実現度４．３／７ 

・「ﾙｰﾙを守り，マナーを心がけること」 
3 年 重要度６．５／７ 実現度５．５／７  2 年 重要度６．６／７ 実現度５．０／７ 
1 年 重要度６．５／７ 実現度５．２／７ 

・七条中ブロック 4校が連携して，いじめや暴力を許さない学校づくりに努めていること 
保護者 重要度６．７／７ 実現度３．７ 

・自分から進んで気持ちの良いあいさつをすること 
3 年 重要度６．３／７ 実現度５．３／７  2 年 重要度６．４／７ 実現度４．９／７ 
1 年 重要度６．２／７ 実現度５．０／７ 
保護者 重要度６．４／７ 実現度４．１／７ 

・「自己有用感」 
保護者 重要度６．０／７ 実現度３．２／７ 

・小中主任会等については，月 1回の校長会の内容を受けて教務主任会を中心に各主任会を適宜実施。
教頭会も実施できた。 

・小中合同研修会や参観授業等も計画どおり開催。 
・学校評価アンケート，保護者の回答は 55.2%。 
自
己
評
価

分析（成果と課題）
・主体的にあいさつができるようになり，ルールやマナーを守ることの重要性が浸透している。 
・七条中ブロック 4校で連携している，自己有用感を育む取組について理解を得られていないこと。
分析を踏まえた取組の改善
・あいさつ運動を軸に，自らあいさつできる生徒の育成を小中連携を通して発展させていきたい。
・すべての生徒に自己有用感を高めるための取組を理解してもらうために，たて割り活動や挨拶運
動等の取組・情報を発信していく。 
（最終評価に向けた）取組の改善を検証する各種指標
アンケートの実現度を０．５ポイントアップさせる。 
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学
校
関
係
者
評
価

学校関係者による意見・支援策
・地域を歩いている生徒の態度がよくなったと思う。少し前は横に広がったりする姿を見かけたが

今はほとんど見なくなった。 
・地域の行事に参加して活躍してくれている。今後も主体的に参加してくれることを期待している。
・大人が本気を出して見本を見せないと，子どもも同じようにあいさつができない。七条中エリア

の大人の本気・子どもの本気を実践できるように呼びかけていく必要がある。 

最終評価 
中間評価時に設定した各種指標結果
・学校評価共通項目の「家庭学習 1H 以上」     
3 年 重要度６．１／７↓ 実現度４．２／７↓ 2 年 重要度５．９／７↓ 実現度３．８／７→
1 年 重要度６．０／７↓ 実現度３．７／７↓

・「ﾙｰﾙを守り，マナーを心がけること」 
3 年 重要度６．６／７↑ 実現度５．４／７↓ 2 年 重要度６．６／７→ 実現度５．３／７↑ 
1 年 重要度６．６／７↑ 実現度５．２／７→

・七条中ブロック 4校が連携して，いじめや暴力を許さない学校づくりに努めていること 
保護者 重要度６．８／７↑ 実現度４．５↑ 

・自分から進んで気持ちの良いあいさつをすること 
3 年 重要度６．２／７↓ 実現度４．９／７↓ 2 年 重要度６．２／７↓ 実現度４．８／７↓
1 年 重要度６．１／７↓ 実現度４．８／７↓
保護者 重要度６．０／７↓ 実現度５．０／７↑ 

・「自己有用感」 
保護者 重要度６．１／７↑ 実現度４．０／７↑・学校評価アンケート，保護者の回答は 78.4%。 

自
己
評
価

分析（成果と課題）
・「ﾙｰﾙを守り，マナーを心がけること」の重要度と実現度は高い水準となった。保護者アンケート
からは七条中ブロック 4校が連携していじめや暴力を許さない学校が評価されいる。 
・生徒が自らあいさつすることや自己有用感が高まる取組を行っていることも実現度が高くなって
いる。学校の取組が評価されていると考える。 
・生徒会と児童会の連携があまり機能していなかったため，行事レベルで小中の取組を行った。一
定の効果があったが，児童生徒が主体性に取り組めるようにすることが課題である。 
分析を踏まえた取組の改善
小中合同の行事を生徒が主体的に活動できるように工夫する。小中連携してのあいさつ運動や清

掃活動の取組で自己有用感を高めるだけでなく，地域を大切にする児童生徒の育成につなげていき
たいと考えます。 
重点目標の達成状況，次年度の課題
小中連携の行事を通して児童・生徒の「規範意識」「自立・自律の心」「自己有用感」の育成には

少しずつ成果が見られますが，教職員の共通理解と児童生徒の主体性を伴わないと，形だけの行事
となってしまう可能性がある。次年度は生徒会・児童会をうまく連携させて，小中の行事で力をつ
ける取組にしていく。 

学 
校 
関 
係 
者 
評 
価

学校関係者による意見・支援策
今後も七条中ブロックの 4 校が連携して，地域の活性化の中心となってもらいたい。

前期でもとりあげたが，大人が本気を出して見本を見せないと，子どもも同じようにあいさつがで
きない。七条中エリアの大人の本気・子どもの本気を実践できるように呼びかけ続けていく必要が
ある。 
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